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発刊に寄せて 

 

刊行おめでとうございます。黒野別院の移り変わりがさまざまな文献に基づき活写さ

れていて、興味深い内容でした。多数の史資料収集には相当な時間と労力が費やされた

と拝察します。古文書、黒野村絵図など貴重な本物の数々に驚きつつも、楽しく読ませ

ていただきました。「黒野別院は、黒野城跡に次いで貴重な文化遺産のひとつ」との結

びの言葉が心に残ります。郷土遺産の調査・顕彰活動が今後ますます進展することを楽

しみにしています。 

令和元年(2019)10 月吉日   

岐阜市教育委員会 社会教育課  

課長 内堀 信雄 

 

 

 

 

まえがき 

 

織豊時代の初め、織田信長が岐阜城から安土へ移った頃の天正年間に、美濃国方県郡正

木村垣内に正木坊がありました。関ヶ原合戦後の慶長９年（1604）、京都本願寺が東西に分派

し、正木坊の坊主衆や門徒衆は西本願寺派に属しました。加藤左衛門尉貞泰が黒野城主に

なって１７年目の慶長１５年(1610)、長良川の洪水による被害や黒野城下町の繁栄を目的に、

正木坊を黒野ヘ移しましたが、当年に突然の転封で伯耆国（鳥取県）米子城ヘ国替えになっ

てしまいました。その後、黒野坊、黒野御坊光順寺として続き、明治時代になると岐阜西本願

寺三別院の一つ黒野別院へと変遷してきました。 

黒野別院に関する資料は、多くの書籍や寺院などの発行資料に掲載されています。これら

の資料を本紙に転載し、又、数年前から研究会の関谷太治さんらと共に調査し、新たに発見

した関連資料などを紹介します。収載には県歴史資料保存協会の会長小川敏雄様、岐阜別

院や河野六坊組合、本願寺派寺院ご住職様、大野家などのご協力に感謝を申し上げます。 

 

令和元年(2019)10 月吉日   

黒野城と加藤貞泰公研究会  

会長 河口 耕三 
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本願寺の歴代宗主 

浄土真宗本願寺派 ホームページ〔「本願寺グラフ」（本願寺出版社）より抜粋〕 

 

開  山 親鸞聖人（しんらんしょうにん） 【1173～1263】    

第 2 代 如信宗主（にょしんしゅうしゅ） 【1235～1300】    

第 3 代 覚如（かくにょ）宗主 【1270～1351】    

第 4 代 善如（ぜんにょ）宗主 【1333～1389】    

第 5 代 綽如（しゃくにょ）宗主 【1350～1393】    

第 6 代 巧如（ぎょうにょ）宗主 【1376～1440】    

第 7 代 存如（ぞんにょ）宗主 【1396～1457】    

第 8 代 蓮如（れんにょ）宗主 【1415～1499】    

第 9 代 実如（じつにょ）宗主 【1458～1525】    

第 10 代 証如（しょうにょ）宗主 【1516～1554】    

第 11 代 顕如（けんにょ）宗主 【1543～1592】    

第 12 代 准如（じゅんにょ）宗主 【1577～1630】    

第 13 代 良如（りょうにょ）宗主 【1612～1662】    

第 14 代 寂如（じゃくにょ）宗主 【1651～1725】    

第 15 代 住如（じゅうにょ）宗主 【1673～1739】    

第 16 代 湛如（たんにょ）宗主 【1716～1741】    

第 17 代 法如（ほうにょ）宗主 【1707～1789】    

第 18 代 文如（もんにょ）宗主 【1744～1799】    

第 19 代 本如（ほんにょ）宗主 【1778～1826】    

第 20 代 広如（こうにょ）宗主 【1798～1871】    

第 21 代 明如（みょうにょ）宗主 【1850～1903】    

第 22 代 鏡如（きょうにょ）宗主 【1876～1948】    

第 23 代 勝如（しょうにょ）宗主 【1911～2002】    

第 24 代 即如（そくにょ）宗主 【1945～   】    

第 25 代 専如（せんにょ）宗主 【1977～   】    
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正木坊→黒野御坊→黒野別院の変遷 

               木田村地内に天台宗所属の福満院あり。度重なる水害の為、荒廃。 

弘治元年（1555） 正木村庄屋で織田氏の家臣で正木村の梶田甚太郎、阿弥陀如来像を 

背負い、自身の屋敷に草庵建てる。 

永禄 10 年頃（1567） 松平下総守の家中、加藤太郎右衛門尉の末子加藤源之丞為長、岐阜 

            落城となるや剃髪し仏門に帰依。  

天正元年（1573）  梶田甚太郎の師弟山田孫助（六右衛門）、顕如上人に帰依、梶田家を相 

続し加藤為長を迎え阿弥陀如来像のお給仕役。天台宗から真宗本願寺 

に転派。(又は天正 10 年ともいう）。 

天正 5 年（1577）  山田孫助（六右衛門）正木村垣内に本堂、伽藍建立し正木坊と呼ぶ。 

慶長 5 年(1600)   関ヶ原合戦前の 8 月、正木垣内寺内に織田秀信の禁制（高札）立つ。 

慶長 9 年（1604）  東西分派の際、准如上人から正木坊の坊主や門徒に協力を要請。 

同年、准如上人へ 33 ヵ村の正木坊門徒らが尽力すると署名提出。 

慶長 15 年（1610） 黒野城主加藤貞泰、寺地寄進、正木坊を黒野村に移転。御坊所取持 

同行頭 12 名の頭百姓門徒らにより移された。 

7 月 15 日付、加藤貞泰 2 万石加増で伯耆国米子へ転封、10 月移動。 

慶長 17 年（1612） 堂宇、伽藍落慶。以来、黒野坊又は専教坊とも呼ぶ。為長第一世の住職。 

専教坊と呼ぶ。 

寛永 7 年（1630）  第四世徳念住職（西改田村教徳寺住職次男）、堂宇、伽藍改築し中興。 

寛永 8 年（1631）  本願寺御留守居職拝名。近隣 53 ヵ村の触頭、掛所を黒野坊に設置。 

寛永 9 年（1632）  第十三代良如上人巡教、寺号を光順寺と賜れ、黒野御坊光順寺と改称。 

正徳 4 年（1714）  再建がなり本山使僧光瀬寺が来て慶讃会開催。 

宝暦 2 年（1752）  本山使僧が黒野御坊・岐阜御坊双方に廻在出来るよう願書。 

寛政 9 年（1797）  西本願寺門跡立ち寄る。 

文化 5 年（1808）  西本願寺門主立ち寄る。 

文化 10 年（1813） 一時空坊となり教徳寺・仏心寺・専長寺の三カ寺が御坊の勤行を務める。  

文政 5 年(1822)   黒野御坊本堂地上げ。翌年 4 月 8 日、完成入仏法要が営まれた。 

文政 8 年（1825）  西本願寺門主黒野御坊に立ち寄り、村方より金百疋を寄進。 

明治 9 年（1876）  宗規改正により本願寺黒野別院と改号。本願寺岐阜別院も改号。  

明治 10 年（1877） 黒野別院設置に光順寺協力、７堂宇伽藍を本願寺に寄附。 

明治 13 年（1880） 光順寺、現在地に移転。 

明治 24 年（1891） 濃尾震災で黒野別院の本堂・太鼓堂倒壊、光順寺全倒壊。 

大正･昭和時代   黒野別院、門前町として賑わう。 

昭和 34 年（1959） 伊勢湾台風で黒野別院の太鼓堂倒壊。 

平成 8 年(1996)   黒野別院、岐阜別院と合併。平成 9 年移築。当地はあそか苑になる。 

本願寺宗主 

十
一
代 

顕
如
上
人 

十
三
代 

良
如 

十
二
代 

准
如
上
人 

略 
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親鸞聖人に帰依する美濃の真宗教団 

 

親鸞聖人に帰依する真宗は本願寺８代蓮如上人の時代に盛

んになる。蓮如は関東へ布教中、親鸞の旧跡である葉栗郡本

庄郷木瀬（羽島郡岐南町三宅）に草庵を復活させ尾張河野門

徒９ヵ寺を中心に発展した。文明２年（1470）、蓮如より宗祖親鸞

の影像・絵伝４幅を渡され、木瀬道場に安置し輪番で管理した。

天文５年（1536）頃、美濃河野門徒９ヵ寺(厚見郡内)が加わり１８

ヵ寺となる。美濃では蓮如の時代に天台宗からの改宗や建立で

２６０寺以上という。 

織田信長と本願寺１１代顕如上人との間で行われた石山合

戦や長島の一向一揆は、元亀元年（1570）から１０余年に及ん

だ。この間、河野門徒を中心とする美濃門徒も、大坂石山に籠

城する。天正８年（1580）和議が成立し、顕如は大坂を退去した

が、教如は異議を唱えて籠城した。これが後に本願寺が東西に

分派する原因となった。 

本願寺教団の体制が整うにしたがい、地方教宣の中心とし

て、各地に本山直轄の掛所・兼帯所が整備、新設された。それ 

を御坊ともいわれ、後に別院とも称される。 

現在、親鸞聖人の御影と絵伝などの宝物管理や法要は西６ヵ 

寺の河野六坊（岐阜市内の善超寺、浄性寺、慶善寺、西福寺、 

快楽寺、岐南町の専光寺）が毎年交代で行っている。 

 

 

本願寺本山直轄御坊・別院 

１．本願寺岐阜別院 

 

1570 年～1590 年頃、本願寺１１代顕如

上人が美濃国に巡教の折に、美濃国厚見

郡今泉村西野（現岐阜市西野町）の土

豪、一柳直高（子に直末と直盛）が信徒と

なって帰依する。一柳直高の没後、その

墳墓のそばに一寺が建立されたことが始

親鸞聖人御影（みえい） 

河野六坊組合が管理 

岐阜市歴史博物館に寄託

2012.11.28筆者撮影 

 

 

本願寺岐阜別院 令和元年（2019）7 月 筆者撮影 
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まりと伝えられている。慶長８年（1603）、本願寺１２代准如上人が当地を巡教した際、一柳直

盛が父直高の遺命により申し出、この寺を本願寺の坊舎別院として創立する。岐阜坊舎（西掛

所）は、地名にちなんで西野御坊または西本坊・西御坊と称せられた。明治９年（1876）、本願

寺岐阜別院と称した。当時は本派５大別院に数えられた。（以上、『岐阜市史通史編』」・『ウィ

キペディア』より編集） 

〔 参 考  『 一 柳 氏 系 図 』  ：   

一柳直高の弟が一柳藤兵衛。

藤兵衛の二女が加藤光泰の

室（貞泰母）､藤兵衛の長男

可遊の室に加藤光泰の姉が

嫁ぐ。可遊の長男信濃光吉

は光泰の長女と結婚し加藤

家に養子で入る。黒野城下

では家老。このように加藤家

と一柳家は当時強い姻戚関

係を結ぶ〕 

 

 

 

２．本願寺黒野別院 

 

天正５年(1577)、方県郡正木村に創建された正木坊は、慶長１５年（1610）、加藤左衛門尉

貞泰が黒野に寺地を寄進し誘致した。その理由は、正木坊が度重なる洪水による被害のため

真宗門徒の要望、また黒野城下の発展を

目的に移転したと伝えられている。 

正木坊の移転後は黒野坊と呼んだ。そ

の後、光順寺が留守居職を勤め黒野御坊

光順寺と改称し、明治９年（1876）に黒野

別院と改号。明治・大正・昭和時代の約１０

０年間、「ご坊さま」と親しまれた黒野別院

は平成８年（1996）に岐阜別院と合併とな

り、当地にあそか苑を設立した。 

 本願寺黒野別院 平成 7 年(1995) 関谷太治撮影 

岐阜別院本門 説明板 岐阜市教育委員会 
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1．親鸞と蓮如  上・下 
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２．本派黒野別院 

       『岐阜市史通史編近世』 昭和 56 年発行 680 頁 

 

 天正５年（1577）、方県郡正木村に創建され、正木御坊と称せられ、光順寺が代々留守居職

を勤務した。 

慶長９年（1604）、東西分派のさい、８月２５日、門主准如は「ミノ坊主衆中、惣門徒衆中」に

あてて、「当国正木坊の儀、各馳走の由尤も神妙に候、弥々油断なく心付の断、専用に候」と

申し渡した。[岐阜県史 古代・中世一 45 頁]   

これに対し、９月２３日、黒野・長良・中渡・早田島・下立・飼・古市場・今川・交人・石谷・下

鵜飼・まはせ・ちつほ・西郷・中・改田・芝原・西改田・賀茂・尻毛・はね・小山・池上・萱場・飯

島・則竹・柿ヶ瀬・かきうち・今光・鋳物師屋（いもじや）・真桑・彦坂・正木の３３ヵ村。１１２人の

農民門徒は、「正木村御寺内の儀、何様供この加判の者として御馳走申すべく候」と、連署誓

書を提出した。[岐阜県史 古代・中世一 144 頁]  

慶 長 １ ５ 年

(1610) 、 領 主 加

藤貞泰が寺地を

寄附したので、

正木御坊は方県

郡黒野村に移っ

た。これが黒野

別院である。    

本願寺光昭 (准如)書状    黒野 黒野別院文書 

（書状解読文は本紙の資料 5 36 頁参照） 

 

正徳４年（1714）８月に再建が成り、本山使僧光瀬寺がきて慶讃会を修した「大谷本願寺通

記」。ついで文政５年(1822)に本堂が再建され、翌６年４月、入仏法要が営まれた。 [岐阜市

史 近世二 602 頁]。 

輪番は、岐阜西別院輪番が代々兼務した。「光順寺記」によれば、正木坊の開基は専教坊

で、寛永９年（1632）１２月に光順寺と改号し、正木坊と光順寺が雑居するような形となったが、

明治１０年（１877）より、諸事を区別して現在にいたっている。 

宝暦２年（1752）、岐阜別院が、本山西別院へ、「本山使僧が黒野御坊の御焼香講に廻在

する際に、岐阜触下へもみだりに入り込めば、岐阜十六日講の障りになるから、今後、両触下

へ入りこまないようにしてほしい」と願ったところ、本山は、黒野光順寺と岐阜願正寺が協議し

て解決するよう、申し渡した。これに対し同年８月、黒野御坊肝煎同行三名は、従来通り使僧

が双方へ廻在できるようにしてほしいと、出願した。 [岐阜県史 近世二 491 頁～]。 
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３．本願寺黒野別院 

『岐阜県の地名』 日本歴史地名大系 21 平凡社  523 頁 

 

  黒野城跡の西にあたり、旧城下町通りの南北の道に東面する。浄土真宗本願寺派。本尊

阿弥陀如来。天正５年（1577）方県郡正木村に創建され正木御坊といわれていたが、慶長１５

年（1610）黒野村の現在地に移り、黒野御坊と称した。当地に移ったのは、領主加藤貞泰が黒

野町繁栄のため寺地を寄附したことによる（同年２月日「加藤貞泰判物写」専長寺文書）。 

  岐阜別院、笠松別院（現羽島郡笠松町）と並び三別院の一つとして、京都西本願寺から輪

番を岐阜別院に派遣、兼務させるなどの管理を行った。正徳４年（1714）に再建され、本山使

僧光瀬寺が来て慶讃会を修した。（大谷本願寺通記）。文政５年(1822)には本堂が再建され、

翌年入仏法要が営まれた。（「折立村庄屋一代明細記」佐藤文書）。宝暦２年（1752）肝煎同行

の三名は、本山使僧が岐阜別院と当坊の双方に廻在できるよう願っている（｢願書｣郷文書）。

西本願寺門跡は寛保４年（1744）・寛政９年（1797）・文化５年（1808）に立寄っている（「手日記」

伊東文書）。当坊の管理は創建当初から光順寺が行い、ともに当地に移転した。光順寺を名

乗ったのは寛永９年（1632）であるが、それ以後も当坊の留守居職を代々務め、当坊と光順寺

は明治１０年（1877）まで混在していた。 

 

 

４．黒野別院沿革   

      『稲中史談９集』 昭和 32 年（1957）  梁瀬量覚 記   

 

往古、方県郡木田村字垣内に垣内御坊という天台宗の一寺院があった。弘治元年(1555)

水害のために堂宇流出したので隣村正木村に山田六左衛門という奇特な信者ありて自村に

堂宇を建立し尊像を迎え正木御坊と呼んだ｡時に慶長５年(1600)である之より先、天正元年

(1573)、松平下総守家臣加藤太郎右衛門尉の末子、加藤源之丞為長剃髪し、仏法を語る山

田六左衛門大いに帰依し正木坊舎建立と同時に迎えて住職たらしむ。たまたま京都西本願

寺第十二代准如上人関東下向に際し正木坊舎に滞留教化説教されし時、山田六左衛門夫

婦一家親族准如上人に帰依し、亦、住職為長も宗門発揚につき数々懇宅托を受くや大いに

気合を一にし天正元年(1573)（又は十年ともいふ）に真宗本願寺に転派せり。ここに於いて領

主加藤左衛門尉貞泰の特命により方県郡黒野村に移転し黒野坊舎と称するに至る。時は慶

長１４年（1609）なり。明治１０年（1877）黒野坊舎を廃し黒野別院と改称す。以来盛衰ありとい

え供、旧５３ヶ村の敬門末により維持経営せられ、今日に至れり。 
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５．黒野町の分離独立･推移 

                 『黒野史誌』昭和 62年 370～379頁 

 

 黒野町は慶長１４年（1609）石見検地の折、町屋敷６町４２畝２２歩の広さで１５の

町名が付いていた。領主加藤貞泰が山陰の米子へ転封したため、武家の需要を失って町

屋は痛手を受け、在町として生まれ変わるのを余儀なくされた。わずかに頼りになった

のは黒野御坊が来て居り、その門前町となったことと、貞泰の時、町の地割りが決定し

て居り、町の敷地は奥行き１７間に一定していたことである。 

黒野町は貞泰の転封後３３年、在町として独立した。独立といっても黒野村や下鵜飼

村のワクははずされないで、内髙として半独立し、在町としての一歩を踏み出した。 

黒野町は寛文９年(1669)戸田丹波守の検地高で８１石９９９を黒野村と下鵜飼村から

分離独立させて成立した。面積は６町３６畝２７歩半。 

享保１４年（1729)は黒野町成立後６０年経っているが、１１１軒･４０８人が住んで

居り、高持百姓３８軒、無百姓７３軒。黒野町は東西４町・南北１町半の小域。町内に

は八代山薬師寺や天満宮があるが、専長寺・月照院・明善寺は黒野村に所属する。 

正徳１年（1711）天神社・地蔵堂・薬師寺の寺社があった。天神宮は始め田の中にあ

ったが、元禄６年(1693)薬師寺の隣へ敷地１畝４歩で移され、同寺が別当となった。天

神宮の敷地の中にいつ創立されたか不明な市神小社がある。地蔵堂は１間４面の堂で、

堂主は居ない。正徳１年といえば領主である加納藩主が戸田氏から安藤氏に引き継がれ

た年で、新しく寺社改めをしている。天明８年(1788)東黒野町には古義真言宗八代山薬

師寺（境内２畝４歩）があり、同寺境内に井筒地蔵・稲荷大明神があった。天神宮の境

内地は２畝１４歩半、別に黒野村・町を総氏子とする諏訪大明神・多賀大明神・神明社

が黒野村にあり、８月に祭礼をつとめていた。庚申供養塚は東黒野町には無かった。 

文政５年(1822)黒野御坊は御堂の地上げをし、翌年４月建築を終わって８日入仏した。

黒野御坊は元文１年（1736）には黒野御坊光順寺といっていた。黒野御坊と光順寺は一

つになっている。正木御坊が黒野御坊に移ったこと、黒野御坊が美濃国の惣門徒・惣坊

主衆をみな支配してきたが、岐阜御縣所が建てられてから岐阜御坊・黒野御坊が並び立

っていたこと、次いで平坦地・新規の岐阜御坊傘下の寺も多くなり、貧地の黒野御坊傘

下の寺が少なくなったことなど宝暦２年（1752)黒野御坊の肝前正木村山田与三右衛門・

黒野町安田善左衛門・西西郷村高橋用右衛門から京都本山へ報告している。 
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６．寺院の建立 黒野別院  

                  『黒野』岐阜市立黒野小学校 PTA 28･29頁 

昭和 49年(1974） 執筆者 国島秀雄記  

  

江戸時代になると、黒野別院などの移転をはじめ、各氏の氏寺が創建されたが、これはとり

も直さず近世になってからの人口の増加、集落の発展の結果とみられる。 

 黒野別院は天正５年(1577)織田氏の家臣で正木村の梶田甚太郎が死去し跡が絶えたので、

その従弟山田孫助が顕如上人に帰依し、宅地を本願寺に納め、ここに坊舎を創建したもので、

正木御坊といった。 

  これが前述のごとく、慶長１５年（1610）加藤貞泰は城下の繁盛のため、正木より黒野に誘

致した。すなわち、御坊所取持同行頭１２人により移されたが、これらの人々は黒野・古市場な

どの頭百姓の門徒であった。この別院の移転は、慶長５年(1600)の大洪水により別院が水害を

うけたので、これが原因の一つとも云われるが、寺地の状況からすればうなずけなくもない。そ

して移転後は、黒野坊舎・黒野御坊、略して御坊様と呼ばれた。佐藤家文書によれば、文政８

年（1825）５月朔には「西本願寺御門主黒野御坊へ御立寄ニ付村方ヨリ金百匹疋寄進」とあり、

門主が来ていることがわかる。 

  正木にあった当時、寛永９年（1632）から西

改田村の教徳寺住職教覚の次男徳念が坊舎

の留守居役を仰せ付けられ、光順寺という寺号

をうけ、坊舎を管理した。 

  このように黒野御坊は光順寺が留守居を勤

めたが、元来光順寺は呼び寺号ではなかった

ので、御坊との区別がつかないのでいざこざが

あり、文化１０年（1813）には一時空坊となり、教

徳寺・仏心寺・専長寺の三カ寺が御坊の勤行

（ごんきょう）などを務めたことがある。ついで教徳

寺など３２ケ寺は御坊を岐阜輪番書の兼帯にするよう本山に願い出ている。その後、明治５年

（1872）の寺院明細帳に黒野御坊が脱落していることから問題がおこり、光順寺は手落ちにつ

き詫状を入れているが、同９年には留守居兼帯を免ぜられ、専長寺・専宗寺・正蓮寺・仏心寺

の４カ寺に本山より坊舎の管理を命じている。結局御坊と光順寺の境内の区別がはっきりしな

いところに問題があるので、同１０年その分離方を県に願い出ている。同年この「境内地所并

建物分割願」が県令により聞き届けられ、総面積５反５畝７歩の内、御坊が３反７畝２１歩を、光

順寺が１反７畝１６歩となり、熟談の上決定した。（図 11・仏心寺文書） 

  なお、黒野御坊は本願寺出張所とも云ったが、明治９年（1876）４月宗規改正により黒野別

院と改号し、今日に至っている。 
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７．寺の引越し 

『黒野史誌』昭和 62年（1987） 151頁 

                    

楽市を許可した翌二月、貞泰は専長寺の黒野城下町引越しを許可している。 

 

『當町為繁昌、其寺引越之儀、令免許候、猶其寺地無其煩可申付者也、仍如件 

慶長拾五年 

            二月日  左衛門尉  (花押) 

                専長寺 』 

（専長寺文書・岐阜県史・史料編古代・中世１ 88 頁） 

 

 この文書は県史には研究の余地ありとしたが、本文は 「当町繁昌のため、その寺引越し

の儀、免許せしめ候、猶その寺地これ無ければ申しつくべき者なり」と読み、浄土真宗専長寺

の引越しを許可し、寺地も斡旋している。 

また同年、黒野城下町へ掛所を正木から移してきた。前年（慶長１４年）の「家中屋敷図」に

家中屋敷の西、道の西側に掛所の位置が区切られ、その南に西光寺屋敷と記されている。西

光寺は慶長検地帳に３畝１７歩の敷地となっている。(玉木英治氏文書) 

掛所は天正５年（1577）方県郡正木村に創設され正木坊と呼ばれ、美濃坊主衆が馳走して

もり立てた。本願寺准如（光昭）が慶長８年(ｶ) (1603) 美濃の坊主・惣門徒に正木坊に尽力し

法儀に努めよと論している。（県史 史料編 古代・中世１の 45 頁・黒野別院文書）。この正木御坊

が黒野ヘ移ってきた。 

林周教氏は始め専教坊が正木村に創設し、正木御坊と称したが、慶長１５年（1610）鵜飼黒

野に移り、後、光順寺の寺号を許されたという（岐阜県真宗史 87 頁）。稲葉郡志は光順寺記によ

って、専教坊が自坊を正木村に創建し、正木御坊の始めから同御坊を管理し、御坊の留守居

を勤めて居り、慶長１５年正木御坊と一緒に黒野へ移ってきた。寛永９年(1632)１２月自坊を光

順寺と改めたが、歴代住職は御坊の留守居と触頭をつとめ、御坊と光順寺は混淆（こんこう）し、

明治１０年（1877）まで区別がはっきりしなかった。（稲葉郡志 162 頁）という。 

 

追記： ・始めの朱記２文字は、『黒野史誌』の誤記訂正。 

・次の朱記２文字は、『岐阜県史史料編』と『黒野史誌』の不明文字（□□）の解読。 

（解読：「黒野」創立 100 周年記念誌 黒野小学校 PTA  21 頁 国島秀雄著より） 

・専長寺文書の原本写真は、本紙の資料 1７  専長寺 51 頁に掲載） 
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８．黒野御坊の主な門徒  

         『黒野史誌』昭和 62年 152頁 

 

本願寺は教如（光寿）・順如（光昭）の兄弟によって東西の両寺に分かれた。父顕如の死後、

長子教如が後を嗣いだが、一年で次子准如にゆずった。しかし教如は、隠居後、家康の助け

により慶長７年（1602）方４町の敷地を寄附され、ここに堂を建てて復職し、准如と並んだ。准如

を西本願寺、教如を東本願寺といい、真宗は２派に分かれた。先述した准如の美濃国内の坊

主・門徒にあてた示論は２派に別れた折の文書である。この文書を受けた門徒は、慶長９年９

月２３日「正木村御坊寺内ノ儀」いかようとも馳走（尽力すること）すると、連署している。この連

署は３３カ村・１１２人にわたっているが、正木御坊支持の村と門徒が判明する。村は黒野・な

がら(長良)･中渡り（長良川・中の渡りで崇福寺辺の村・早田嶋（早田のこと）・下立(折立のこと)

飼（洞の誤りか）・古市場・今川・ましと（交人のこと）・いしかい（石谷のこと）・下鵜飼・まはせ（近

世初期莚田山口井水の村々の中に「まばせ村」あり）（糸貫町史史料編 25１頁)」 ・ちつほ［寛永１４

年（1637）「(莚田井組に知坪村があり、鋳物師屋村と同じく当寺加納藩領。（糸貫町史史料編 255

頁)」・西郷・中・かいてん（東改田のこと）・しはわら（芝原のこと）・西かいてん（西改田のこと） 

・賀茂（加茂のこと）・尻毛・はね・小山・池上（池ノ上のこと）・かやは（萱場のこと）・飯島・則竹

（則武のこと）・かきかせ（柿ヶ瀬のこと）・かきうち［慶長 5 年（1600）柿内正木郷と山田よしゑ氏

文書にあり］、（岐阜県史史料編古代中世 1 の 144 頁所収）。また木田村柿内と伊藤郁次郎氏文書に

記載。柿内は垣内のことか。]・こんかう寺（金光寺のこと。県史が金を今としているのは誤り、金

剛寺村とも記す）いもし屋（寛永１３年(1636)莚田井組に鋳物師や村あり。（糸貫町史史料編 253

頁）・まくわ（真桑のこと）・ひこさか（彦坂のこと）・正木の 33 ヵ村である。正木御坊を中心とする

方県郡の大半で、西派本巣郡の真桑村まで含んでいる。・・・・・・・。 

 

９．黒野別院 

    『黒野史誌』昭和 62年 1293頁 

 

黒野別院は天正５年（1577）織田信長の家臣で正木村の梶田甚太郎が死去し途絶えたの

で、その師弟山田孫助が顕如光佐に帰依し、宅地を本願寺に寄進し、ここに坊舎を創建した

もので、正木坊舎といった。これを慶長１５年（1610）加藤貞泰は城下繁盛のため、正木より黒

野に誘致した。すなわち御坊所取持同行頭１２人により移されたが、これらの人々は黒野・古

市場などの頭百姓の門徒であった。この別院の移転は、慶長５年（1600）の大洪水により正木

別院が水害をうけたので、これが原因の一つとも云われ、又黒野城下の繁栄のためともいわれ

る。移転後は、黒野坊舎・黒野御坊、略して御坊さまと呼ばれた。 
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佐藤家文書によれば文政８年（1825）５月朔日（ついたちび）には西本願寺門主が黒野御坊へ

立ち寄りに付き、村方より金百疋（ひき）を寄進している。 

正木にあった当時、西

改田村教徳寺住職教覚

の次男徳念が坊の世話

をしていたが、寛永９年

（1632）坊舎の留守居役

を 仰 せ つ け ら れ 、 そ の

時、本願寺から光順寺と

いう呼び寺号をうけ坊舎

の管理をした。・・・・・黒

野御坊は本願寺出張所

ともいったが、明治９年（１

８７６）４月定規改正により

黒野別院と改号し今日に

至っている。 

 

 

１０．正木御坊  

『鷺山史誌』1989 年  33 頁 

 

慶長９年（1604）９月２３日、黒野村外３２ヵ村連署書上（かきあげ）は、「正木村御寺内ノ儀、何 

様供、此賀（加）判之者として御馳走申候」として３２ヵ村の人名を並べている。その中に、 

正木村   舟戸藤次郎・桑原源七郎・神山忠右衛門・佐藤四郎兵衛・佐藤三郎左衛門・

神山藤四郎・山田孫助・山田久右衛門 

柿内村   坂口甚左衛門・坂口勝五郎・山内弥五右衛門・山内助左衛門 

の名が見られる。これらは村の地主層であろう。このうち山田孫助は慶長４年（1599）３月２７日、

正木村の田畑年貢につき木造兵庫助長広から代官所務を命じられている。（山田よしゑ氏文

書） 正木村寺内とは同氏所蔵の天正１０年（1582）１２月 羽柴秀吉・丹羽長秀連署禁制に、

「△△村寺内」とあるものと同じを指していると考えられる。正木村寺内はいつ設定されたか明

らかでないが、慶長９年（1604）には黒野・長良・古市場・今川・交人・石谷村から西は賀茂・芝

原・真桑村一帯に広く真宗教団をかためていた。 

黒野城主加藤貞泰はこの寺内、即ち正木御坊を自身の城下に移し城下の繁栄をはかって

いる。これが黒野御坊の始まりである。 
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１１．正木御坊（黒野別院）    

『鷺山史誌』1989 年 119･120 頁 

 

中世の項で正木御坊の成立については述べたので、ここでは慶長１５年（1610）藩主加藤

貞泰が城下繁栄のため、当地域の正木（西正木垣内）より黒野ヘ移転させた以後を述べる。

正木御坊の移転理由として、慶長１５年（1610）の大洪水により御坊が水害をうけたので、安全

地帯の黒野ヘ移されたともいわれている。 

移転後は黒野御坊のことを略して当地では御坊さまと呼んだ。正木にあった当時、西改田

村教徳寺住職教覚の次男徳念が御坊の世話をしていたが、寛永９年（1632）坊舎の留守店役

を仰せつけられた時から、本願寺より「光順寺」という呼び寺号をうけて坊舎管理をした。 

このように黒野坊舎は光順寺が

留守居を勤めたが、元来光順寺は

呼び寺号で寺がなかったので、御

坊との区別がつかないため、いざ

こざがあり。 

文化１０年（1813）には一時空坊

となり、教徳寺・仏心寺・専長寺の

３カ寺が御坊の勤行を勤めたこと

がある。ついで教徳寺など 32 カ寺

は御坊を岐阜輪番所の兼帯にす

るよう本山に願いでた。 

結局御坊と光順寺の境内の区別がはっきりしないところに問題があり、明治１０年(1877)その

分離方を県に願い出て、これが県令に聞き届けられ、総面積５反５畝７歩のうち、御坊３反７畝

２１歩・光順寺反７畝６歩を、熟談の上決定した（仏心寺文書）。また、明治９年４月の宗規改正に

より「黒野別院」と改号し今日に至っている。（この項「黒野史誌」参考） 

 

 

１２．黒野別院沿革畧記 

                『稲中史談６集』 昭和 30 年（1955）9 月  ２年 安藤節子記  

   

天正５年（1577）織田信長の臣梶原甚太郎の従弟山田孫助と言う者、本願寺十一代

顕如上人に帰依し一宇を建て正木坊と名を賜る。古川橋北方堤外に寺跡あり元柿内と

言う地名。其の後顕如上人息男第十二代准如上人正木坊に留錫あり消息を下して専ら

坊舎の繁栄を図らる弥来、２４年を経たる慶長５年大洪水ある為に低地となり、しば

写真：「鷺山史誌」より 
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しば水難を蒙るに至り、之より先文禄３年加藤左衛門尉貞泰、４萬石を領して黒野城

を築く。在城１７年、則ち慶長１４、１５年伯耆国米子に転封之に依り廃城となる

（古町に城藪と言う堀をめぐる一画あり竹林をなす。在城年時短きにより完成を見

ず） 

一方正木坊水害に苦しみ居るに依って、城主黒野を去るに臨み転封され廃城となれ

ば土地の衰微は必然領民を思うあまり、正木坊を黒野に移転。幾分にても衰微を防が

んとの誠意より有志と計り現在の地に移さる。此の年慶長１７年なる故、城主の転封

されてより三年目、黒野坊と称す。正木に在ること３５年、創立以来３５０年黒野に

移転して３１５年余なり（加藤香順氏より聞く） 

 

 

１３．お寺紹介 光順寺の由来について  

黒野組
く ろ の そ

広報誌『スートラ』1998年号 

 

往古、方県郡木田村に天台宗の福満院があったが、度重なる水害のため、寺は荒廃してい

た。隣村正木村の庄屋、岐阜中納言の家中、梶田甚太郎が、阿弥陀如来像を背負い、自信

の屋敷へ迎え、草庵を建てて朝夕のお給仕を尽くした。梶田甚太郎亡き後、山田孫助が梶田

家を相続し庄屋となり、正木村垣内に仮堂を建てご本尊を奉安し正木坊と呼び、四囲の隣人

の参拝する所となる。松平下総守の家中、加藤為長、岐阜城落城となるや、剃髪し仏門に帰

依し、天正元年、庄屋山田孫助、加藤為長を迎え、本尊蔵のお給仕をする。山田孫助一家を

あげて垣内に本堂伽藍を建立し、正木坊と呼び、四隣の道俗、善男善女、参拝する。本願寺

第十二世准如上人、関東下向に際し正木坊にお立ち寄りになり、加藤為長、上人に帰依して

得度を給い、専教と法名を賜ると共に、天台宗から浄土真宗本願寺派に改宗転派する。 

正木地内は、長良川、伊自良川の度々の氾濫、水害に悩まされ、慶長１４年（1609）黒野城

主加藤左衛門尉貞泰、特命し正木坊を黒野村に移転させ（現在の黒野別院の地）同１７年、

堂宇伽藍落慶する。以来黒野御坊又は住職の名を取り専教坊とも呼ぶ。寛永９年(1632)本願

寺十三世良如上人の御巡教あり、寺号を光順寺と授賜され、本願寺御留守居職（出張所）を

代々拝命し、明治１０年(1877)、黒野別院設置に協力、堂宇伽藍を本願寺に寄附し現在の地

に光順寺庫裏御堂を建立し今日に至る。（Ｋ）                
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１４．黒野別院だより    

平成４年（1992）   

 

天正元年（1573）正木村に建立、慶長１５年(1610)黒野に移す。山田六左衛門正木坊を建

立し、加藤為長を住職として迎え入れる。慶長１０年（1605）准如上人の御化道により天台宗よ

り浄土真宗に転派。慶長１５年（1610）黒野城主加藤左衛門尉貞泰、正木より黒野に移転建立

し、黒野坊舎と称す。為長第一世の住職となる。  

                                             

 

 

１５．ふるさと黒野 三ツ又 

           『くろの白寿第 27 号』 平成９年(1994) 第六白寿会 国島五作記 

  

（抜粋） 城主加藤貞泰が慶長１４年、黒野の発展を図るため正木御坊を移築した折、仮橋が

壊れて巨大な庭石が川に落ちて、今も川に雑草も生えぬ場所が天王神社の北側にありと語り

伝えられている。 

 

 

１６．正木御坊のお話 

『ふれあい鷺山 第２２号』 2009 年 11 月 4 頁  加納宏幸記 

   

古記録（黒野別院文書）によれば、慶長１１年(1604)８月２５日付の本願寺法主准如上人の

書状には、正木御坊に対して美濃の坊主衆・惣門徒衆が奔走したことを感謝する内容が記さ

れています。 

また、別の古記録（岐阜県史 古代中世一・山田文書）には、慶長９年(1604)９月９日、正木 

村の山田孫助ら３３ヵ村、１１２人の門徒が「正木村御寺内」（正木御坊）について奔走を申し合

わせています。３３ヵ村とは、正木村の他、黒野・長良・中渡り・早田島・下立・飼・古市場・今

川・ましと（交人）・いしかい（石谷）・下鵜飼・まはせ（馬伏）・ちつほ・西郷・中・かいてん（改

田）・しばはら（芝原・北方町）・西かいてん（西改田）・賀茂(北方町)・尻毛・はね・小山・池上・

かやは（萱場）・飯島・則竹・かきかせ（柿ヶ瀬）・かきうち（垣内）・こんかう寺（金光寺）・いもし屋

（鋳物師屋）・まくわ（真桑・本巣市）・ひこさか（彦坂）の各村です。岐阜市北部･西部の村々や

隣接する本巣市・北方町の村も含まれています。 
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山田文書に名を連ねる正木村の有力農民は、山田孫助のほかに山田久右衛門・神山藤四 

郎・神山忠右衛門・佐藤四郎兵衛・佐藤三郎左衛門・桑山源七郎・船戸藤次郎ら７名で、３３ヵ

村中もっとも多い人数です。 

正木御坊があった「正木郷」に、歴代の岐阜城主は手厚い保護を与えています。さきの山

田文書によれば、天正１１年（1583）池田元助は「濫防狼藉」（らんぼうろうぜき）などを禁止する禁

制を出しています。 

慶長５年（1600）、天下分け目の関ヶ原合戦が行われた時、西軍側の岐阜城主織田秀信は

「柿内正木郷寺内」（正木御坊）に、同年８月、寺内には乱暴をしない、陣地を構えたり放火を

しない、寺内の竹木を伐採しないための禁制を出して保護しています。 

同じ様な内容の禁制を、東軍側の徳川家康も、同年８月に「城田寺村・正木村・鷺山村・則

竹村」に出しています。人々の信仰が厚い正木御坊に対して、西軍・東軍の武将たちの配慮

がうかがわれます。 

慶長１５年（1610）、黒野城主加藤貞泰（４万石）は、黒野城下町繁栄のために、正木御坊に

寺地を寄進して黒野城下へ移転をはかります。正木御坊の地は、連年洪水に悩まされていま

した。それは正木村の南部を長良古々川、西部は旦川、北部は鳥羽川が流れ、長良川が出

水すれば、激しく逆流して甚大な被害をもたらしました。 

黒野城下町へ移転した正木御坊は、本願寺黒野別院（通称黒野御坊）といわれ、当地方で

は岐阜別院・笠松別院（羽島郡笠松町）と並び三別院の一（ひとつ）として、京都西本願寺から

輪番が派遣され、勢威を振っていました。正徳４年（1714）に黒野御坊は大々的に再建され、

本山使僧光瀬寺が来て慶讃会が開催されました。（大谷本願寺通紀） 

いま、正木御坊があった南正木では、その遺徳を顕彰する行事が毎年行われています。 

 

 南正木では                                                                                     

黒野城主加藤貞泰と縁のある教徳寺と、西正木を訪ねてみました。 

本願寺年表には、「1603 年美濃御坊を創す」とあります。昭和初期の河川改修以前は、西正 

木は南正木と続いていました。南正木に伝わる話によると、正木御坊は今の西正木にあたる 

所にあり、大水によって流されたご本尊の行き着いた所に黒野御坊が建立されたのだといいま 

す。その証しとして、現在も毎年冬至に、「総仏様」という法要が、南正木公民館で取り持たれ 

ています。西正木の南北に走る１間道から途中西へ畦道のような４尺道がありますが、途切れ 

ていることから参道ではないかといわれます。 

近くには元和２年（1616）と記された関ヶ原合戦に参戦した武士や信長公と刻まれたお墓が
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あります。辺りの畑を深く掘ったら基礎らしき大石が出たといわれます。 

正木御坊にあった手洗い鉢の石（八帖畳岩）を黒野御坊に運搬中、伊自良・鳥羽川に落と 

したと伝えられ、堀川改修時に探索しましたが残念ながらそれらしきものは見つからなかった

そうです。  

 

１７．京都本願寺へ黒野御坊門徒ら対応 

＝小西郷村庄屋の小嶋当三郎が残した日記＝ 

小川敏雄著 文芸社『比類なき大変二相成候』 

2018年 12月 15日発行より抜粋 

 

慶応４年(1868)、幕府と倒幕派の衝突で鳥羽・伏見の戦いが勃

発。その影響が各地に及び､美濃国もその影響下にさらされた。

幕府領や大名や旗本の領主たちが右往左往するところとなったの

である。 

同年１月７日、小西郷村の庄屋小嶋当三郎のもとに京の様子の

書付が届いた。また京都の西本願寺からも急報がもたらされた。

急遽派遣された使僧がやって来て、 

「御門跡様（門主様）と新御門様（次期門主様）は御真影（親鸞

聖人の像）を供奉されて山科へ退去されました。新御門跡様は御

所の守衛を仰せ付かり詰め切りになっておられます。人数や粮米、御用途金（軍資金）が不足

しておりますので、法中（僧の仲間)や門徒（信者）は申し合わせて駆けつけて欲しい、食料や

御用途金の都合を付けて欲しい旨申されております。」 

１１日、当三郎は直ぐさま黒野御坊配下の者たちを集めて集会を開き、使僧からの伝達を伝

えて協力を求めた。 

「本願寺からの御頼みじゃ、是非とも御助けせにゃならん.わしが思うに、みんなで米を出し合う

て、御届けしたらどうかと思うんじゃが、どうじゃ。銭を出し合うて大津辺りで買うという手もあ

る。・・・・」 当三郎の熱の籠もった呼びかけに否を唱える者はなく、米を出し合って届けること

になった。白木綿を一尺ぐらいに切り、それに美濃黒野御坊配下何村と書いて届けることにし

た。当三郎は率先して米６俵を出した。また、一同の代表である勘定惣代となって自ら米を京

都まで送り届けることにした。・・・・・・村の領主磐城平藩の切通陣屋の役人から来陣を依頼す

る手紙が来て、京都行きは諦めて切通へ向かった・・・。 

 

注記 ：崩し字で我流で書かれている日記の原文はこの通りの文面ではなく、会話のやりと 

りを脚色して分かり易く表現しております。(小川氏談) 
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資料１  新本堂建立 奉加帳 總持山加藤光順寺 

                    昭和 63年(1988) 光順寺住職 加藤 憲著  

門徒各位 

光順寺本堂建築趣意書 

 

 慈光のもと、当山門信徒の皆様には、益々ご清祥のことと、御慶び申し上げます。 

 日頃、当寺護持発展の為、暖かいご理解とご協力をいただき、誠に有難く深く感謝

申し上げます。 

 陳者、当寺奉安の御本尊像、阿弥陀如来は、（御丈２尺２寸５分）、正慶年間(1332

年)、仏師法印の作成、当寺、武家の奉安仏也、明治８年(1875)、常楽台鑑定す。 

 

往古、美濃の国方県郡木田村地内に天台宗所属の福満院がありました。度重なる水害の

為、寺は荒廃しておりました。弘治元年（1555）、未曾有の大水害により、流出の危機にあいま

した。 

隣村、正木村の庄屋、岐阜中納言の家中、梶田甚太郎、阿弥陀如来御本尊像を背負い、

我が屋敷へお迎えし、草庵を建て、朝夕の参詣お給仕怠らず。 

梶田甚太郎亡き後、山田孫助、梶田家を相続し庄屋となって、正木村、垣内地内に仮堂を

建て、阿弥陀如来を奉庵し、正木坊と呼び、四囲の隣人、参詣する。 

  正木村、鷺山城下に草案を結ぶ。松平下総守の家中、加藤源之じょう為長、岐阜落城とな

るや、剃髪し仏門に帰依し、天正元年（1573)、庄屋山田孫助、加藤為長を迎え尊像阿弥陀如

来のお給仕役とする。山田孫助一家をあげて、垣内地内に本堂伽藍を建立し、正木坊と呼

び、四隣の道俗、善男善女の参拝、群集する所となる。 

本願寺第十二世准如上人、関東下向に際し、正木坊にお立寄りになり、上人の御教化に

帰依して、加藤為長、得度を給い、専教と法名を賜る、と共に、天台宗を転派して、浄土真宗

本願寺派に改宗する。 

  正木地内は、長良川、伊自良川の氾濫により、年々歳々水害に悩まされ災厄その極みに

達する。慶長１４年（1609）黒野城主、加藤左衛門尉貞泰、特命して、正木坊を黒野村に移転

させ、（現在の黒野別院の地）同１７年（1612）堂宇伽藍落慶する。以来、黒野坊、又は住職の

名を取って、専教坊とも呼ぶ。 

寛永７年（1630）、第四代徳念住職拝名するや、堂宇伽藍の、改築し寺院の対面を成就し

中興する。 

  同８年（1631）、本願寺御留守居職を拝名、近隣５３ヵ村の触頭となり掛所を黒野坊に設置

する。同９年（1632）、本願寺第十三世、良如上人の御巡教あり、寺号を光順寺と授賜され、こ

れより、黒野御坊光順寺と改称する。 

  爾来、第十七代周雄住職に至る間、御留守居職（本願寺出張所）を代々拝命し、黒野御坊
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光順寺、繁盛する。 

明治１０年（1877）、黒野別院設置に協力、七堂宇伽藍を本願寺に寄附して、明治１３年

（1880）、現在の地に移転。 

同２４年（1891）１０月、濃尾震災に倒壊し、その後庫裡御堂を建立、長年の風雨に耐えなが

ら、門信徒の伝導教化への役割を果たしてきたが、老朽化し、耐えなくなった、昭和４１年

（1966）完成されたのが、現在の仮御堂であります。 

 昭和５１年(1976)９月の集中豪雨には床下浸水し、それ以来、次第に老朽化が進み、いよい

よ改築せざるを得なくなって参りまして、６１年（1986）９月５日の総会で、改築の決定をしてい

ただきました。 

９月２４日、再度門徒総代会を開催し、建築委員会が発足され、工事費は１億円を目標とし

て、５カ年計画をたて、各村毎に建築資金の積立をお願いすることになりました。その後２年程

経過し、着実に準備が進みつつあります。今後も、この度の企画に深いご理解とご協力を賜り

ますよう、切にお願い申し上げるところであります。 ・・・・・・・・・・（以下省略）  

 

 

光順寺由来 

 

天正元年（1573)、松平下総守の家中、加藤源之じょう為長、岐阜落城となるや、剃髪して天

台宗の仏門に帰依し、岐阜市正木垣内内に堂宇伽藍を建立し、正木坊と呼ぶ。 

  本願寺第十二世准如上人、関東御下向に際し、正木坊にお立寄りになり、加藤源之じょう

為長、上人の御教化に帰依して、法名を専教と賜り天台宗を転派して、浄土真宗本願寺派正

木御坊と改宗する。 

慶長１４年（1609）為長の甥、黒野城主、加藤左衛門尉貞泰、特命して、正木坊を黒野村に

移転させ、（現在の黒野別院の地）堂宇伽藍を建立する。黒野坊又は住職の名を取って、専

教坊と呼ぶ。 

寛永７年（1630）、第四代徳念住職拝名するや、堂宇伽藍を改築し、寺院の対面を成就し

て、中興する。同８年（1631）、本願寺御留守居職を拝名して、近隣５３ヵ村の触頭となり掛所

（出張所）を黒野坊に設置する。 

同９年（1632）、本願寺第十三世、良如上人の御巡教あり、寺号を光順寺と授賜され、これよ

り黒野御坊光順寺と改称する。第十七代周雄住職に至る間、代々御留守居職を拝名。 

明治１３年（1880）、明如上人の御意志を尊重し、黒野別院設置に協力、堂宇伽藍を本願寺

に寄附して、現在の地に移転した。  
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資料２   「六字之御名号由緒書」に記述の正木坊 

文政 11 年（1828）「六字之御名号由緒書」 

岐阜市下鵜飼 『大野家文書』より抜粋 

解読 2012 年  研究会員 國島京子 

 

 本願寺顕如上人、元亀天正年中の頃兵乱を御遁んと欲シ美濃國へ御流浪あらせられて

山林或ハ藪中の庵室などに人しれず、御住居被為在方懸郡西改田村敬徳寺（後年敬の字

教に改め教徳寺と号す）にも御入、又同郡正木村山田六右衛門といふ著き百姓の持庵に

敬徳寺弟徳念と申僧住居為致有之候処。 

上人此小庵へ御移被非徳念と御同居被非候。其事尾州清洲の城主織田信長の御聞に達

し、奥平美作守被召出濃州の顕如上人流浪有之間。早速罷越討取来リ可申（是ハ元御合

戦有之候上人隣国ヘ忍ひ御入有之故信長 御疑心之思召故歟）台命なれバ美作守家老加

藤太郎左衛門ヘ請シ有之候處、太郎左衛門ハ心得ある武士ゆへ拙者清洲ヘ罷越一言申上

可然可被非とて信長公ヘ罷出、此度本願寺顕如上人討取可申候主人美作守ヘ被仰付候ニ

付愚考仕候処。  

君ハ御名将の聞へ誰しらぬ者も無御座候ヘバ、終にハ天下御掌握被為在候事必定に奉

存候、然るに仮令匹夫壱人にても無罪を御付被非候ヘば、恥辱之至殊に上人ハ一宗の主長

許君に奉敵対存念に候や篤と相乱聊にても曲心有之候ハバ、主人奥平ならずとも疲僧一人

ばかりは某直に討取可奉差上候間、一応之糺御許容被下置候ハバ、難有仕合と委細に奉申

上候処御名将に候ヘバ、被為聞取方候間。 

太郎左衛門正木村へ来り、御目見ヘ仕委細奉承候處。信長公ヘ敵対之思召聊無御座。只

高祖伝来之宗門相立候へ外に余念無御座候。御答ニ付其侭信長公ヘ奉申上猶又正木村に

壱宇の房舎建立御願被申上候處。御許容被為在。正木村内字梯内御除地、正木坊と号し御

禁札迠被下置候。   

  其後、秀吉公乍恐神君よりも右同所禁札被下置候三通共、今に山田六右衛門所持致居候 

處。尾州寺社御奉行より御改番も有之難有御事濃州の内、禁札有之寺社多く有之候へ共。 

信長、秀吉の頃にて御当家のハ無之仍而寺社御奉行へ表立候儀ニ無之候得、如何仰候 

共拵へものにても済可申、御当家のハ稀成事ニ候。  

然るに山田六右衛門持の小庵を正木坊と取建候故、即徳念を住僧にいたし加藤太郎左衛

門娘を妻にいたし候間、正木坊へ被下候、御書等も有之、其後慶長年中、方県郡鵜飼郷黒

野村城主加藤左衛門尉貞泰、右坊黒野へ御引被成候二付、禁札、本紙山田六左衛門只今

迠預り有之、当時黒野御坊ニ有之候禁札ハ其噺ニ而候。  

  加藤左衛門尉貞泰、慶長五年九月関ヶ原合戦之後伯州米子へ移り今予州大洲二而五万

石之御城主、但関ヶ原ニ御出陣也、加藤太郎左衛門ハ松平下総守様御家老今武州君之城

ニ相動有之候。 

大野孫市、顕如上人危惧に槍で馬上

の野武士を討ち、御褒美に蓮如上人

御染筆名号賜る 
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本願寺へ格別之働き有之家也扨正木坊御建立

有之、上人如可の思召ニや越前之国え御越し被非

候ニ付、同行正木村山田六右衛門、方県郡下鵜飼

村大野孫市、真桑村のもの其他弐三人御共いたし

候処、乱国事なれば越前において野武士集り上人

へ狼藉いたし候ニ付大野孫市、槍を持て突拂追散

し馬上の野武士壱人股より馬の鞍へ突通候ニ付、

此槍股鞍と名付候。 

上人危急之御難を救ひ候ゆへ為。御褒美蓮如

上人御染筆之六字の名号御手づから頂戴、帰国い

たし、慶長五年八月倅太兵衛下鵜飼に差置、加藤

左衛門尉御供いたし尾州犬山へ出陣、同年九月関 

ヶ原にて討死いたし候。 

依之同性之者、今以予州大洲に勤め致し候。 

法名光正院一円居士太兵衛ハ鵜飼村にて百姓に相 

成、西改田村教徳寺旦那にて明暦元未年(1655)七 

月十一日死去いたし則教徳寺過去帳始メに洞間居 

ニ有之候。・・・・・（以下省略） 

 

参考：「六字之御名号由緒書」に登場の人物など 

 

□ 蓮如上人   応永２２年（1415）～明応８年（1499） 本願寺第八世。宗祖親鸞の浄土真 

         宗中興の祖で親鸞の教えを書簡集「御文」や「南無阿弥陀仏」の六字名号 

で各地で教化活動を行う。 

□ 顕如上人   天文１２年（1543）～文禄元年（1592） 本願寺第十一世。教団の最盛期を 

築く。門徒による一向一揆の掌握に努め石山本願寺を拠点に大名に匹敵 

する権力を持つ。信長と対立、元亀元年(1570)交戦状態に入り天正８年 

（1580）信長の和睦条件をのみ、石山本願寺を去る。 

□ 方縣郡西改田村 教徳寺 浄土真宗本願寺派  2019 年現在の住職 山田龍之助  

文治年間（1185～1190）芝原に建立の古寺。文安元年(1444)頃、本願寺 

蓮如上人に帰依し天台宗を改めて浄土真宗になった。 

加藤貞泰が黒野城築城中に仮住居、当時は山田之城、山田屋敷という館 

であった。当寺より西南方向の芝原に旧寺名敬徳寺があったが、黒野城が 

完成して貞泰が移った後、敬徳寺の寺基を現在地に移し教徳寺となった。 

正木に正木坊あった当時、西改田村教徳寺住職教覚の次男徳念が坊の

世話をしていたが、寛永９年（1632）坊舎の留守居役を仰せつけらり、その

南無阿弥陀仏（六字名号） 

由緒書と箱に蓮如上人御染筆 

由緒書記載の安禅寺（各務原市須衛）

にて平成 24 年（2012）に発見 



正木坊から  黒野御坊へ 

30 

 

時 、 本 願 寺 か ら 光 順 寺 と い う 呼 び 寺 号 を う け 坊 舎 の 管 理 を し た 。 

□ 徳念坊 （教徳寺住職の弟） 加藤太郎左衛門娘を妻にする。 

□ 方縣郡正木村 山田六右衛門  百姓・小庵 

□ 奥平美作守 織田信長家臣 

□ 美作守家老 加藤太郎左衛門  

□ 松平下総守 

□ 加藤太郎左衛門の娘   徳念坊の妻になる。 

□ 清洲城主 織田信長 

□ 六字名号   蓮如上人御染筆と記されているが年代は顕如上人の頃。 

□ 黒野城主加藤左衛門尉貞泰  慶長１５年（1610）黒野城下へ正木坊を移転する。 

□ 大野家     下鵜飼大野家の由緒によれば、先祖は明応の頃（1490～1500）北条氏の 

家臣であったが、北条氏の姫君が土岐美濃守に嫁し着かれ、姫君にお付 

きして下鵜飼に参り、代々その家臣として使えて来たと伝えられる。 

これまでの過去帳は無く、第一代を政長とし、第二代大野孫市。現在の大 

野家は二十代目になる。 

□ 大野孫市   蓮如上人が越前に行かれたとき、真桑の者と３人でお供。野武士が上人へ 

狼藉したとき孫市、槍で馬上の野武士を倒し上人を救い、褒美に上人御染 

筆の六字名号を頂く。帰国して慶長５年８月、加藤貞泰のお供し尾州犬山 

へ出陣、同年９月関ヶ原にて討死。 

□ 真桑の者 

□ 大野太兵衛  大野孫市の倅。 

□ 智勝院     莚田郡群加茂村桑山（現在本巣市郡府）曹洞宗の寺院で山号は大慈山。  

 加納藩主戸田松平氏の菩提寺。 

□ 大野重六 

□ 切通村本郷  森七兵衛、次男政八。 

□ 森謙治     大野家の分家から切通村本郷の森七兵衛に養子で入る。相続が無く、本 

         尊が無い安禅寺に六字名号を寄附する。 

□ 須衛村     各務原市須衛 深尾安兵衛門、深尾安五郎、他に同行総代１名。 

□ 安禅寺     各務原市須衛 道寿山安禅寺 妙心禅寺。2019 年現在の住職 田中久勝 

寬文年間（1661～1672）当村深尾八右エ門尉が安禅庵と称し建立。 

文政１１年（1828）の当時は絶家状態であったので深尾姓の門徒が浄土真 

宗の六字名号を願望し、森謙治が寄贈した。 

 

平成２４年（2012)、由緒書に基づき研究会員（國島京子・郷和彦・郷孝夫・筆者）の調査で

関市の安禅寺にて六字名号を発見し確認する。大野家から養子で入った森賢治が寄贈して

から１８４年ぶりに日の目を見ることになった。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%A0%E7%B4%8D%E8%97%A9


資料３

名号（みょうごう）

仏、菩薩の称号をさしていう。「六字名号」･「九字名号」･「十字名号」などがある。
六字名号
南無阿弥陀仏（なむあみだぶつ、なもあみだぶつ）「南無」とは、帰依するを意味し「阿弥
陀佛に帰依する」の意。

名号本尊と絵像・木像本尊
・名号本尊とは、浄土真宗の本尊の形態の1つ。「六字名号」･「九字名号」･「十字名
号」を紙や絹などに書して表装したもの。

・親鸞の在世時、多くの仏教諸宗は、木像や絵像の仏像を本尊としていた。その情勢に
あって、親鸞が名号を本尊として用いた理由については、親鸞は教化のため移住を繰
り返し、寺を持たずに常に小さい草庵に住んでいたため、木像を持つことが不可能
だったという考えがある。また蓮如は、本尊とするよう「六字名号」などを紙または
絹に書し、庶民に与えた。このことにより、各家庭に本尊を安置することが可能にな
り、急速に教化されていく理由の1つとなる。 フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

大野家文書に記されている蓮如上人筆の六字名号を各務原市須衛安禅寺で発見しま

したが、鑑定の糸口を探るために書籍や寺院などで蓮如上人と伝えるものなど調査した
ところ、各地に多数存在。本書に掲載許可を頂いた六字名号を紹介します。
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蓮如は門徒のために六字名号をたくさん書き与えた。大坂の坊舎（後の石山本願寺）
は六字名号の礼金で建立されたといわれている。 書籍 『わかりやすい岐阜県史』

六字名号調査

『本願寺派岐阜別院蔵』

書籍 『蓮如上人五百回忌記念 蓮如上人展』 1997  本願寺史料研究所

◇ 蓮如上人の筆と伝える岐阜近郊の六字名号

・表装の大きさは大小さまざまであるが、文字の大きさに合わせて表示。

・草書体と楷書体があるが、ここでは草書体を引用。



岐阜市西改田

『教徳寺蔵』
蓮如上人御染筆 と

伝える
2012年5月筆者撮影

各務原市須衛
『安禅寺蔵』

大野家六字名号由緒書に
蓮如上人御染筆
（縦44.3 横19.5）

2012年6月筆者撮影
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岐阜市黒野

『専長寺蔵』

寛永18年（1641）の火災で
「焼け残りの名号」という

（6字目が焼ける）
2019年5月 関谷太治撮影

岐阜市上西郷
『春日井家蔵』

（蓮如上人伝承不明）
（縦42 横13.5）

2012年筆者撮影

本巣市曽井中島
『正尊寺蔵』
蓮如上人真筆

「法園山正尊寺史」より

岐南町八剣

『専光寺蔵』
蓮如上人筆と伝える
関市明淳寺蔵の写し

莚（むしろ）の上で書いたので
寅斑（とらふ）の名号という

2012年9月筆者撮影



『西郷の歴史』 昭和57年（1982)発行 878頁
（写真はカラーに替える）

岐阜市中西郷

『専宗寺蔵』
2019年8月筆者撮影

岐阜市上西郷広街道

『遠山家蔵』
（縦36  横14）

2019年8月筆者撮影
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中
西
郷
専
宗
寺
は
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）、
東
島
養
教
寺
の

末
寺
と
し
て
創
建
、
当
時
天
台
宗
で
あ
っ
た
。

後
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）、
本
寺
養
教
寺
が
蓮
如
上
人
の
教
化

を
う
け
て
、
本
願
寺
に
転
宗
＝
養
教
寺
記
録
に
曰
く
、
文
明
四
年

慧
燈
大
師(

蓮
如
）に
帰
依
し
弟
子
と
な
る
、
こ
の
時
末
寺
二
ヵ
寺

改
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す
＝
し
た
の
で
、
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で
あ
る
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も
改
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し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

そ
の
折
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蓮
如
上
人
筆
六
字
尊
号
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

広
街
道
遠
山
家
所
伝
の
六
字
尊
号
は
、
仏
壇
の
脇
が
け
で
あ
る
。

同
家
は
も
と
北
方
西
順
寺
の
檀
家
で
あ
る
。
西
順
寺
は
親
鸞
聖
人

こ
の
地
へ
巡
錫
の
折
、
そ
の
教
化
に
よ
っ
て
従
来
の
天
台
宗
を
あ
ら
た

め
て
、
真
宗
念
仏
に
帰
依
す
。
信
長
と
戦
っ
た
石
山
合
戦
に
は
、
檀

徒
を
率
い
て
石
山
に
参
加
し
殉
教
の
ま
こ
と
を
尽
く
し
た
。
そ
の
よ

う
な
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
美
濃
の
重
鎮
（
天
文
日
記
・
岐
阜
市
史
）

で
あ
っ
た

の
で
、
そ
の
檀
家
に
蓮
如
上
人
の
六
字
尊
号
が
あ
る
の
も

い
わ
れ
な
し
と
し
な
い
。



織田秀信禁制 高札写し
（明治28年5月寺院調 本派本願寺別院）

『多賀神社蔵』 2011.11筆者撮影
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織田秀信禁制 高札写し（江戸時代に写し）
『安田家蔵』 2014.07.05筆者撮影

・禁制宛先の垣内正木郷寺内とは、正木坊の寺院のことである。
・花押の写しは、加納寺内の禁制の織田秀信と一致しており、西軍側の禁制の証である。
・禁制は、慶長５年（1600）９月１５日の関ヶ原合戦の前哨戦で岐阜城が落城した８月２３

日の当月に発令のもので、別紙、加納寺内と時期同じで禁制内容も同様のようである。

・大野家文書によると、江戸時代、黒野御坊にこの制札（高札）の板が残されていた。
・写真左は江戸時代に高札を写した文書（安田家蔵）。
明治時代、黒野別院に高札が存在していた。その写しが写真右。いずれも同一文である。

・ 『岐阜県史 史料編 古代･中世１ 岐阜市 山田文書144頁「 織田秀信禁制判物」』 に
掲載されている。

資料４ 関ヶ原合戦前後に東西武将から出された禁制

正木坊から 黒野別院へ

織田秀信の禁制（判物）
『岐阜県史 史料編 古代・中世１』 144頁

き
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日

織
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花
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甲
乙
人

（年
齢
や
身
分
を
問
わ
な
い
全
て
の
人
。

一
般
庶
民
の
こ
と
を
指
す
）

厳
科

（厳
し
い
処
罰
）

下
知

（上
か
ら
下
へ指
図
す
る
こ
と
）

◇正木郷寺内（正木坊）宛て織田秀信禁制
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慶長５年９月２３日
徳川家康の禁制朱印状
『岐阜県史 史料編』 408頁

◇関ヶ原合戦後
４ヵ村へ家康朱印状

◇ 木田郷中宛て池田輝政の禁制
慶長５年(1600）８月24日以降（岐阜城落城後2、3日中の文書）

岐阜市黒野 『専長寺蔵』 撮影 2019.05.01 関谷太治
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五
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尉
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花
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木
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郷
中
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き
、
ほ
う
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の
こ
と
、
す
な
わ
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な
に
な
に
な
ど
い
え
ど
も
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う
の
た
め
、
こ
の

も
の
な
り

（池
田
輝
政
）

と
う
て
ら
ん
ぼ
う
ろ
う
ぜ
き
、

・禁制は関ヶ原合戦前後に
多数発給された。岐阜市内
分では、
石田三成・島津義弘 1
岐阜城主織田秀信 10
德川家康 2
池田輝政 10
福島・池田 3
福島正則 2

・専長寺の所蔵とは、慶長
５年後に木田から黒野へ移
っているのでそのまま所蔵。

別府大学史学研究会（白峰旬著）
『慶長5年6月～同年9月における
德川家康の軍事行動について』
表6 禁制の一覧表より



慶長９年（1604）８月２５日 『岐阜市史 通史編近世』 680頁

本願寺派准如上人から正木坊の美濃坊主衆、惣門徒衆へ宛てた書状
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准如上人 正木坊の坊主衆・惣門徒衆宛書状

正木坊から 黒野別院へ

資料５
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『岐阜県史史料編 古代・中世１』 黒野別院文書 45頁

解読 國島京子

（原本の所在を光順寺・岐阜別院で調査したが不明）
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黒野村他３２ヶ村１１２人連署書上
慶長９年（1604）９月２３日

『岐阜県史史料編 古代・中世１』 岐阜市 144～148頁

かきあげ

正木坊から 黒野別院へ

資料６

准如上人宛て 正木坊のこと、いかようにもふるまうと誓う３３ヵ村１１２人の署名
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村と署名者について

・慶長時代の珍しい村名が見られる。かきうち村は正木垣内のことでここに正木坊があった。

・１１２人は各村の上層農民（村役人層）で本願寺宗門の門徒衆と思われる。

・加藤貞泰の領地 『慶長６年 美濃一国郷帳 県史史料編近世1』

慶長９年（1604）は関ヶ原合戦から４年後になり、織田秀信領が加納藩領と加藤貞泰領に
移っている。加藤貞泰の領地（村名）の全容は不明であるが、３３ヵ村は美濃一国郷帳による
と方県郡、厚見郡、莚田郡。厚見郡などの一部を除き多くは加藤貞泰領と思われる。

・当時の頭百姓 『黒野』 岐阜市立黒野小学校PTA 23頁

当時の頭百姓については、高牧実氏は山田文書より引用して、頭百姓をあげ、かれらが農
民門徒の主導層であるとしている。すなわち、この文書は慶長９年(1604）本願寺が東西に
分かれた時、准如上人は美濃の僧・門徒にあて、正木坊舎を取り持ってもらうのは奇特であ
る、いよいよ励まれたいと申渡したのに対し、この地方の３３ヵ村１１２人の門徒代表が、正木
坊舎を取り持つことを誓約連署している。

・黒野村７名 『慶長１４年(1609）加藤左衛門尉知行 黒野村御縄打水帳』玉木家蔵

黒野村７名のうち小左衛門を除く６名は、黒野村御縄打水帳(１４８名の土地検地帳）の中に
同一名がある。このうち河合喜兵衛は、３町８反７畝１５歩と最大の地主で、１町以上が５名。
彼らは村役人層や頭百姓の筆頭の地位の人物であったと思われる。

・山田孫助
正木村の山田孫助は、文献に出ている正木坊を建立した人物と思われる。

『鷺山史誌』 正木村の村役人 65頁

山田孫助は、慶長４年（1559)３月、織田秀信（織田信長の孫、最後の岐阜城主）の重臣木
造兵庫介長広から「正木村田畠年貢等之儀、無代官ニ其方ヘ申付候」と年貢の収納事務
を委任されているような、村役人の濫觴（らんしょう）ともいうべき存在であった。

濫觴（らんしょう） 『 Goo辞書』
《揚子江のような大河も源は觴（さかずき）を濫（うか）べるほどの細流にすぎないという「荀子」子道に

みえる孔子の言葉から》 物事の起こり。始まり。起源。

・御坊所取持同行頭１２人 『黒野』岐阜市立黒野小学校PTA 28頁

慶長１５年（1610）加藤貞泰は城下の繁盛のため、正木より黒野に誘致した。すなわち、御
坊所取持同行頭１２人により移されたが、これらの人々は黒野・古市場などの頭百姓の門徒
であった。 （追記：古市場村の國嶋与右衛門尉は御坊所取持同行頭の一人という）

・國島与右衛門一族と黒野城主との関わりについて
『濃飛の文化財2001・第41号』 岐阜県文化財保護協会
『国島家の末裔と龍馬「いろは丸」事件』佐藤哲雄記より抜粋編集

国島家の先祖は、土岐時代、土岐三将の一人。土岐・斉藤滅亡後は帰農し、古市場の土

郷となる。治郎兵衛と与右衛門の弟仁右衛門は、黒野城主加藤貞泰の家臣としてつとめて
いたが、城主の国替えでお供して米子、大洲に移る。子孫今に加藤家 （大洲藩主）にあり。
この仁右衛門の子孫が幕末に六左衛門紹徳と称し、大洲藩のいろは丸との関係があった
人物ではないかと調査に取りかかった。

幕末の大洲藩（愛媛県）で郡中郡奉行の国島六左衛門紹徳は、藩主の命により、外国の
蒸気船いろは丸の購入契約や運行について長崎へ派遣された。慶応２年（1866）部下の井
上将策を従えて長崎に着いた六左衛門は、そこで土佐藩脱藩浪人坂本龍馬(３２才）を知り、
長崎で亀山社中龍馬らの斡旋で蒸気船を購入。いろは丸と命名。運航、経営、契約の問題
があり、長崎で悲運の死を遂げた。享年38歳の若さであった。いろは丸は、後に瀬戸内海で
紀州藩の明光丸と衝突し沈没する事件があった。

正木坊から 黒野別院へ
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正木坊から 黒野別院へ

資料７ 西郷の阿弥陀寺由来と黒野御坊
あ み だい じ

「西郷の歴史」阿弥陀寺の項に黒野別院の記述があります。

西郷安国寺領(1528～1600）の頃は、織田信長の伯母が住んでいたということで、
「西郷は御威光目をおどろかす」ばかりに栄えていたのであろう。しかも慶長５年
（1600）岐阜落城、家康が加納に城を築き、松平美作守（家康の娘むこ）が加納１
０万石の領主となり、やがて、城主戸田丹波守が桑山智勝院に帰依して、菩提寺と
なるに及んで、阿弥陀寺村は繁栄した。この頃は、全ての附近の村々が、桑山御為
めと称して、智勝院中心のくらしが始まったもののようである。その頃、中西郷も
やゝ町がかつて栄えていたので、阿弥陀寺を出町と呼んだ。
さて、このように歴史のあとをたどることが出来るのであるが、一体、阿弥陀寺

という地名が、どうしてつけられたのであろうか。

「現在の第二学丘の南側（西寄り・山際）から南へ一帯の地名を阿弥陀寺と言う。
一人の旅僧がこゝに来て、一宇の坊舎を建て、この地に寺を建立せんと、喜捨を求
めて近郷を勘進して廻ったが、病にたおれてその夢を果たさなかった。その後、此
の僧の志しを継いだ人達が黒野の地をえらんで寺を建てた。それが今の黒野別院で
ある。こうした因縁から此のあたりの地名を阿弥陀寺とよび、部落の名も、それま
では出町と呼んでいたのを、いつの間にか阿弥陀寺と呼ぶようになった」という。
（黒野別院は天正５年の創建にかかる正木御坊が慶長１５年、領主加藤貞泰の寺地
寄進で黒野にうつり黒野御坊となっている。正徳４年・文政５年再建）

随分古い時代から、こゝは開けていたようである。現在、阿弥陀寺部落の北の方
に南面して観音堂があり、その前が三叉路になっている。そこに、「左たにくみ み
ぎい志ら」と彫った石の道標がある。左の道は、西洞・上西郷・明音寺を経て、文
殊・山添から谷汲に通ずる谷汲街道であり、右は中西郷・寺内・神屋・犬塚を経て、
網代・伊自良・甘奈美寺に通ずる伊自良街道である。しかも南には東黒野から西黒
野を経て揖斐に通じる伊尾街道があり、昔はせまい道路であったが、西郷を南北に
貫き、東西に走る幹線道路があって、なかなかの交通の要地であった。

参考
・近世初期頃の西郷（上西郷村など）は慶長５年（1600)岐阜城主織田秀信の落城ま
での70年間、安国寺領であったが、関ヶ原合戦後は加藤貞泰の領地となった。

『西郷の歴史』（草林むらかがみ）84、85頁

・僧の志を継いだ人達が黒野の地をえらんで寺を建てた人とは、加藤貞泰領の時、前
述３３ヵ村連署に出てくる西郷村の人達のことと思われる。

『西郷の歴史』 昭和57年 1052・1053頁
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阿弥陀寺の三叉路から北方を望む
2019.06.25 筆者撮影 道しるべ



資料８

正木坊から 黒野別院へ

阿弥陀寺再興に黒野御坊の記述
あ み だい じ

令和元年７月下旬、西郷の歴史研究会の春日井伸一郎さんから、西郷の阿弥陀寺を調査
中、黒野御坊の記述資料があると紹介があった。

・福井県越前大野市に浄土真宗本願寺派の教願寺あり。この寺の古文書に、教願寺は本所
で本巣郡早野村（ときのむら）に隠居所の梅通院があり、教願寺第八世賢超が西郷の阿弥
陀寺を再興するために、西郷村の武左衛門・安右衛門・安兵衛､広田郡上之得村（莚田郡
上之保の誤記？）半左衛門、京へお供し願いが許されて則、加納城主松平丹波守へ訴訟し、
谷汲海道の傍に６間半・７間の許可を得るも賢超は寛永13年（1636)往生。

・扨亦タ黒野御坊之鐘之銘先年者賢隆書之等。（原文）

・寛永１６年(1639)、（正木坊が黒野へ移って２８年後）第九世賢隆､弟少将、弟賢潤(１
２才）が西郷の阿弥陀寺小庵を改め６間･７間の本堂を建立するために材木等を調達し建
立に及ぶとき、賢隆は阿弥陀寺の小庵にて病没する。材木等は黒野御坊へ引取りて御堂建
立。今阿弥陀寺村に賢隆廟有り、印の木は松の大木で田処その辺りの字して院家前へ等呼
ぶ､少将は大野郡宝来村仏照寺で卒す。賢淳15才の頃、家兄両人ともに異境にて死去。故
郷越前に帰るが､寺は火災で焼失。教願寺は一時無住になるもその後再興。

・第十世三男の賢乗、貞享３年（1686）、良如上人二五回忌上京御法着座の後、直に美濃
国へ回在、黒野御坊相勤の義、色衣着用並びに政田村裏方の道場にて勧化いたすなど偏執
によって段々不調法に相極まり、御寺内の花屋町徳力小兵衛方にて百日余りの禁足(賢乗
23才）翌年３月追放され諸方流浪。

・元禄７年(1694)、美濃惣代西郷又左衛門・阿弥陀寺庄右衛門・曾家部市左衛門第十一世
賢乗義美濃国にて願いが叶い、元禄９年(1696)本巣郡更屋敷村に小庵建立。

『大野市史』 社寺文書編 第１巻 大野市 教願寺文書 84～97頁

41

黒野御坊の鐘の銘、教願寺住職の書

「大野市史 社寺文書編 第１巻」 大野市 教願寺文書 94頁部分

大野市 『教願寺文書』 94頁



方縣郡黒野村御坊光順寺御年貢地

延享年間（1744～1747）作成（他同類図の作成年代より） 『黒野 玉木和廣氏蔵』

42

方
縣
郡
黒
野
村
御
坊光

順
寺
御
年
貢
地

支
配

解読 国島京子

西

東

南

四拾壱間

壱
反
四
畝
廿
四
歩

御
年
貢
地

外弐
反
三
セ
弐
拾
四
歩
半

余
歩

九
セ
弐
拾
弐
歩

藪

六
セ
廿
歩

持
畝

弐
反
壱
せ
拾
五
歩

余
歩

弐拾四間

壱
反
弐
畝
歩

村
惣
地

正木坊から 黒野別院へ

資料９



1752年
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正木坊から 黒野別院へ

資料１０ 黒野御坊・岐阜御坊入組につき願書
『岐阜市史 史料編近世２』 49１頁
（入組：すっきりしない・いざこざ）



正木坊から 黒野別院へ

資料１１ 光順寺と隣接の月照院 境界争いの記録

『崇福寺史』平成22年（2010） 横山住雄著 長良福光崇福寺東海康道発行 315・316頁

光順寺の東隣りに隣接していた臨済宗妙心寺派崇福寺末寺の月照院（明治時代に廃寺）は、
天正年中(1573～１５９１）からの古跡。

慶長15年（1610）に正木坊（黒野御坊光順寺）が移る前から敷地が存在していたが、寛永７年
(1630）に再興。宝暦5年（1755)、月照院側の土居と光順寺側の堀の堺目の垣根を光順寺が壊し
て敷地を侵したトラブル争論の記録。
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古寺調 本願寺別院

明治23年１月4日（1890） 社寺に関する願伺届書綴
黒野村外七ヶ村組合役場 『多賀神社蔵』

正木坊から 黒野別院へ

資料１２



明治６年(1873)の黒野村絵図(部分）

正木坊から 黒野別院へ

資料１３

「明治２３年（1890）郷喜蔵写之黒野村絵図」の部分 『黒野郷和彦氏蔵』
（黒野村は、明治６年改正図面新調と記載あり）
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下鵜飼村飛地
多賀神社境内

・明治時代の番地と土地所有者名が表示。

月照院跡
崇福寺末寺

寛永7年
（1630）再興
明治に廃寺

専長寺明善寺

光順寺寺地

絵図の明治６年当時は、黒野御坊も光順
寺の寺地で登記。
明治１０年、黒野別院設置に光順寺協力。

↑
南

←東

堤 ： 明治時代に、板屋川の洪水を防ぐ為に黒野
村と下鵜飼村堺に堤防が築かれた。
堤は南方の西町を経て板屋川へと築かれたが、
昭和時代中頃に西町までの堤は取り除かれた。
昭和２３年の米軍航空写真には堤が写っている。

下鵜飼村

・道ア、イの２本、現在は道路整備で共に
一直線になっている。

・築城当時の特徴、枡形の面影が見られる。

西→

道ア

道イ

外枡形又は丸馬出の遺構



黒野別院見取り図 本願寺別院境内・外 略図
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明治時代の黒野別院図

明治２３年（1890）１月４日
社寺に関する願伺届書綴
黒野村外七ヶ村組合役場

『多賀神社蔵』

×印は届出翌年の明治２４年（1891）濃尾震災で倒壊した建物と思われる。

正木坊から 黒野別院へ

資料１４



絵図に見られる掛所など

考 察
・絵図は明治２８年の写しである。家臣名は記されているが黒野城があった頃の配置図

に不明点もある。
・黒野別院・光順寺が移る前は、土塁と堀に囲まれた３名の家臣の屋敷である。
･明善寺(本願寺派）は慶長２年（1597)４月、当地に堂を創建し、阿弥陀如来画像を安

置と寺歴にあるが、配置図では「役所」となっている。
・専長寺は、木田から黒野村の南に移っていたが、慶長１５年２月、寺地がなく申し出

れば移転を認可すると貞泰免許状あり、後に黒野町へ移り、その後現在地に移って
いる。

・「掛所」とは真宗の寺院では地方に設けられた別院のことで、資格のない支院とも、
本願寺派では休泊所と称した場所ともいう。寛永８年（1631） 、近隣５３カ寺の触頭
［（ふれがしら）各宗派ごとに任命された特定の寺院のこと］掛所を黒野坊に設置とあ
り。正木坊移転前直前に設置されたのか、或いは寛永8年に設置のものか？

・「掛所」は土塁に囲まれ、西光寺屋敷と隣接している。
・「慶長１４年（1609）黒野村加藤左衛門尉知行御縄打水帳」には、天神坊（超勝寺の

西側）と本絵図の西光寺（屋敷面積３畝１７歩）の2寺のみで他に記載はない。
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正木坊から 黒野別院へ

資料１５

黒野城下家中屋敷図 〔明治28年（1895）12月写〕部分
『黒野 玉木和廣氏蔵』

３名の家臣屋敷
（現在黒野別院跡・あそか苑・光順寺
・ひかり幼稚園のエリア）

掛所
土塁に囲まれている

役所
（現在の明善寺地）

西光寺屋敷

↑
南

←東

現在の下鵜飼多賀神社地

役所
（現在の専長寺）

西→



正木坊から 黒野別院へ
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資料１６

黒野御坊舎の留守居役を勤める
＝黒野別院の山門・鐘楼を移築＝

鐘楼 隣りの黒野別院から移設
平成31年（2019）3月筆者撮影

山門 隣りの黒野別院から移設
平成31年（2019）3月25日筆者撮影

本堂と鐘楼 平成31年（2019）3月筆者撮影

旧山門鬼瓦 平成16年（2004）修復記念

昭和43年（1968）3月
本堂落慶法要
光順寺提供

『黒野史誌』 昭和62年(1987） 1295頁

令和元年（2019）現在のご住職
第二十一世 加藤 憲

光順寺



正木坊から 黒野別院へ

『岐阜県仏教会寺院名鑑』 光順寺 平成13年（2001）発行 178頁
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正木坊から 黒野別院へ
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資料１７ 専長寺 貞泰、黒野城下への引越を許可

『黒野史誌』 昭和62年（1987） 1294頁

当地

専長寺 平成31年（2019）3月25日筆者撮影

慶長１５年（1610）２月 専長寺宛 加藤貞泰書状『専長寺蔵』
本書16頁 「寺の引越し」原本（本書で初公開） 2019.05.04 関谷太治撮影

－専長寺系図･由緒より－
・慶長６年（１６０1）、西念、木田から黒野村の南へ来る。
・寛永１８年（１６41）10月10日、村里に火災起こり類焼。
・承応２年（１６５３）、黒野町にて３間半･７間半の堂建立。
・万治２年（１６５９）、当町火事。其火寺焼、同年町屋敷を

出て当屋敷へ来て４間・５間の寺建立。

（
（西
輪
坊
）

令和元年（2019）現在のご住職 第二十三世 山田 行雄

當
町
為
繁
昌

其
寺
引
越
之
儀

令
免
許
候

猶
其
寺
地
無

其
煩
可
申
付
者
也

仍
如
件

慶
長
拾
五
年

二
月
日

左
衛
門
尉
（花
押
）

専
長
寺

（加
藤
貞
泰
）

と
う
ま
ち
は
ん
じ
ょ
う
の
た
め

そ
の
て
ら
ひ
っ
こ
し
の
ぎ

め
ん
き
ょ
せ
し
め
そ
う
ろ
う

な
お
そ
の
じ
ち
こ
れ
な
け
れ
ば

も
う
し
つ
く
べ
き
も
の
な
り

よ
っ
て
く
だ
ん
の
ご
と
し

（１
６
１
０
）

近江金ヶ森にて善正は蓮如に帰依し染筆「六字」を賜り、今の西木田に帰
り、坊舎を木田の日吉神社の西に創建されたので西輪坊山と称す。金剛寺
は東にあり東輪山と称す。二代西生の時、寺号を専長寺と改める。

専長寺は慶長の始木
田から黒野村の南方に
移っていたが、城下町へ
引越の申請をした、その
免許がこの書状。

後に黒野町に移るも町
の火事で、後に現在地に
寺を建立した。



明善寺 平成31年（2019）3月25日
筆者撮影

明善寺
慶長２年当地に堂創建・のち明善寺の寺号

『黒野史誌』 昭和62年（1987）発行 1296頁

明善寺説明板

資料１８

「瀬水」 「黒野別院常什物」
「城田寺村 施主 河合政太郎」

「明治２４年３月日」の銘
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明

善

寺

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
。
滋
光
山
明
善
寺
。

黒
野
四
〇
〇
番
地
。
当
山
の
開
基
は
安
八
郡

柳
瀬
村
に
生
ま
れ
、
佐
々
木
教
信
と
い
っ
た
。

天
正
年
間
織
田
信
長
に
従
い
石
山
城
を
攻
め

た
が
感
ず
る
と
こ
ろ
あ
っ
て
石
山
軍
に
赴
き
、

教
如
光
寿
の
も
と
に
走
っ
て
籠
城
し
た
。
そ

の
折
、
光
寿
か
ら
阿
弥
陀
如
来
の
画
像
を
も

ら
っ
た
。
役
後
故
郷
に
帰
り
剃
髪
し
て
宗
善

（
全
）
と
改
名
し
諸
地
方
を
行
脚
し
た
。

慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
四
月
当
地
に
堂

を
創
建
し
、
阿
弥
陀
如
来
画
像
を
安
置
し
た
。

寛
文
五
年(

一
六
六
五
）
四
世
清
寬
の
時
、
本

願
寺
寂
如
光
常
よ
り
木
仏
と
明
善
寺
の
寺
号

を
受
け
た
。

当
寺
は
学
制
発
布
前
か
ら
寺
小
屋
で
あ
っ

た
た
め
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
七
月
学

制
が
発
布
さ
れ
る
と
、
六
年
三
月
黒
野
明
善

寺
を
仮
教
場
と
し
て
学
校
を
開
く
こ
と
と

な
っ
た
。
黒
野
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
。

（
梁
瀬
量
覚
氏
文
書
）

明治24年(1891）10月28日の濃尾地震で本堂
が倒壊。本堂を再建したときに描かれた100枚
の格天井絵（画家は今川の伊原宝水）

令和元年（2019）現在のご住職 第十四世 梁瀬 秀臣

黒野別院から
移植のモチノキ



現在の鐘楼

昭和６年（1931）黒野別院から移築と鷺山史誌に記述。
柱は倒壊防止の補強が施工されている。
鐘楼は記述の時代と思われるような古さが感じられる木
材。瓦は葺き替えしている。

山門
山門は昭和７年(1932)頃大改修され、かっては鐘楼門
で門の上に大鐘が吊されていた。この鐘は陣鐘であっ
たと云う。

『鷺山史誌』 1989年 123･124頁
浄土真宗本願寺派 梅廣山安養寺。
楼は黒野御坊より古鐘堂を分譲受け移築、

安土・桃山の物と言われ、当時の建築様式が
残されている。昭和６年（1931）、十五代行
順に移築。
山門はこれも建築年代は不明であるが、昭

和７年頃大修繕され、鐘楼門で門の上に大鐘
が吊されていた。この鐘は陣鐘であったが、
第２次世界大戦のために供出してしまった。

（岩佐恵雲 記）

安養寺訪問 （2013.02筆者撮影）

「鷺山史誌」の安養寺（浄土真宗本願寺派開基年号 天正２年（1574）の頁に、黒野御
坊の古鐘楼のことが書かれているので、鐘楼が現存しているのか確認に青山中学校西の
安養寺を訪問。
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資料１９

正木坊から 黒野別院へ

黒野別院の鐘楼 昭和６年(1931)に移設

令和元年（2019）現在のご住職
第十九世 岩佐 大宣

安養寺（鷺山）

写真 『鷺山史誌』



太鼓堂の長胴太鼓・黒野別院から移設

方
県
郡

黒
野
□
（村
）

四
番
地

同
行
中

太鼓は長胴太鼓で天上から吊り下げ
黒野別院から移築したとき、堂に入らない
大きさのため、建物を改修して入れた。

太鼓堂
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太鼓を説明の先代山田住職
平成23年（2011)11月撮影

西改田の教徳寺（浄土真宗）

浄土真宗本願寺派 般若山教徳寺。

天平年間（730頃）行基菩薩、大和国般若院教徳寺を創設。寿永２年（1183)、当寺
が平氏に与したと木曽義仲の焼き討ちに遭い、住僧が行基作とされる本尊を背負って
美濃開田の山田隆善のもとに。文治年間（1185～1190）隆善は芝原村に敬徳寺建立。
文安元年(1444)頃、本願寺蓮如上人に帰依し天台宗を改めて浄土真宗になった。
加藤貞泰が黒野城を築城中に仮住まいしていた屋敷跡(山田之城）、黒野城完成後は

近くの芝原から敬徳寺が当地に寺基を移し教徳寺となり現在に至る。
教徳寺の住職教覚の次男徳念は正木坊の世話をしていたが御坊の留守居役を勤めた。
昭和55年(1980)太鼓堂大修理の頃に、昭和34年(1959)の伊勢湾台風で倒壊した黒野

別院太鼓堂の太鼓を移したという。

太鼓上面に「掘田新五郎」の銘板あり
（愛知県津島市で900有余年の老舗太鼓屋）

正木坊から 黒野別院へ

かすかに読める墨文字

資料２０

令和元年（2019）現在のご住職
第二十世 山田 龍之介

昭和38年頃
(1963）

周囲堀であっ
たが、道路拡
張で用水路
（側溝）

山門前の石橋 今は境内庭石に4本

教徳寺（西改田）



昭和５０年(1975)に黒野別院に設置されていた石碑が、平成８年頃（1996）あそ

か苑の建設で岐阜別院(西別院）に移っていたが、平成２８年（1916）末に研究会の
関谷太治が発見。その後、あそか苑様に研究会から移設願書を提出し、あそか苑様
のご厚意とご尽力にて平成２９年(1917)３月、黒野別院跡に甦った。
石碑の建立は昭和５０年（1975)９月で、当時黒野在住の河合石材加工所の河井瑩爾
（えいじ）氏が造園施主のひとりで、この縁もあり、移転後に徳風院石碑の河井氏
の御協力で白文字塗り入れした。裏面には寄進者名などが彫られている。
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資料２１

正木坊から 黒野別院へ

沿

革

天
正
五
丁
丑
年
織
田
信
長

ノ
臣
梶
原
甚
太
郎
の
従
弟

山
田
孫
助
ナ
ル
者
本
願
寺

第
十
一
代
顕
如
上
人
ニ
帰

依
シ
美
濃
正
木
村
ノ
地

（
正
木
坊
ト
名
称
ヲ
賜
ル
）

ニ
創
建
ス

ソ
ノ
後
顕
如

上
人
御
遷
化
ノ
後
第
十
二

代
准
如
上
人
ノ
末
錫
ア
リ

テ
消
息
ヲ
下
シ
テ
隆
昌
ヲ

計
ラ
ル

歴
代
ノ
宗
主
消

息
ヲ
下
シ
テ
法
義
相
続
ヲ

ス
﹅
メ
給
フ

領
主
加
藤

貞
泰
号
左
衛
門
尉
水
害
ノ

タ
メ
現
在
ノ
地
ニ
移
転
ス

時
ニ
慶
長
十
四
庚
戌
年
ナ

リ
ソ
ノ
間
盛
衰
ア
リ
ト
云

ヘ
ド
モ
佛
祖
深
恩
崇
敬
信

徒
ノ
念
力
ニ
依
リ
今
ニ
及

ブ

誤
：慶
長
十
四
庚
戌
年

正
：慶
長
十
五
庚
戌
年

本願寺黒野別院

石碑碑文 本願寺黒野別院の沿革

黒野別院跡（「あそか苑）



伊勢湾台風で倒壊した黒野別院の太鼓堂
昭和34年(1959) 撮影国島秀雄

廃寺が決まった黒野別院 山門(左）と鐘楼（右）
平成7年（1995）12月8日 撮影 河口榮一

昭和・平成時代の黒野別院

正木坊から 黒野別院へ

本堂

別院前広場と山門太鼓堂
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本堂

平成７年（1995) 撮影関谷太治

資料２２

本願寺別院 黒野村
岐阜伊奈波梶田写真館（撮影年月不明）

平成７年（1995) 撮影 関谷太治
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太鼓堂 太鼓堂

山門 境内から望む 忠魂碑

正木坊から 黒野別院へ

平成７年（1995) 撮影関谷太治

黒野別院前広場と山門 山門

明治42年3月建立の銘

忠魂碑
鐘楼

平成８年（1996) 解体前 城田寺の法勝寺住職撮影（関谷太治提供）



正木坊から 黒野別院へ

平成23年（2011）11月13日 筆者撮影

平成29年（2017）4月10日 筆者撮影
右側の石碑は西本願寺に移転していた
が平成29年、あそか苑のご協力で戻る

平成23年（2011）11月2日 筆者撮影

平成26年（2014）5月28日 筆者撮影
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本堂

本堂正面の木額 平成8年（1996）9月23日 移動した山門
関谷太治撮影

本堂
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正木村 『岐阜県の地名』 平凡社 510頁資料２３
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正木坊から 黒野別院へ
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正木村差出明細帳 『岐阜市史史料編近世２ 』 1126～1128頁資料２４

（1835年）（1664年）



正木坊から 黒野別院へ
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（1835年）



正木坊から 黒野別院へ

正木坊のルーツ木田の福満院資料２５

『光順寺由緒』
往古、美濃の国方県郡木田村地内に天台宗所属の福

満院があり、度重なる水害の為、寺は荒廃しておりま
した。弘治元年（1555）、未曾有の大水害により、流
出の危機にあいました。隣村正木村の庄屋、岐阜中納
言の家中、梶田甚太郎、阿弥陀如来御本尊像を背負い、
我が屋敷へお迎えし、草庵を建て、朝夕の参詣お給仕
怠らず。梶田甚太郎亡き後、山田孫助梶田家を相続し
庄屋となって、正木村垣内地内に仮堂を建て、阿弥陀
如来を奉庵し正木坊と呼び、四囲の隣人参詣する。

研究会 関谷太治調査

木田柿ヶ瀬公民館内の

総仏堂

62

『ふれあい鷺山第22号
加納宏幸記』

木田の柿ヶ瀬公民館に総仏
堂がある。総仏様と名付け阿
弥陀如来を祀る。正木南公民
館にも総仏様という法要が最
近まで続いていた。南正木に伝わる話によると、大水によって流されたご本尊の行き着い
た所に黒野御坊が建立されたのだといいます。その証しとして、毎年冬至に「総仏様」と
いう法要が、南正木公民館で取り持たれています。

追記： 木田には往古から福満神社がある。福満院と同
一名で因果関係がありそう。
おそらく神社境内付近に福満
院が存在したと推定する。

2014.12.01 関谷太治撮影 正木南公民館の直ぐ南に庄屋の屋敷があった。山田孫助の屋
敷と思われるが現在その面影はない。正木垣内までわずか300ｍ
の近さ。川の影響で交流が遠ざかる。

追記：木田の柿ヶ瀬公民館は再建されて総仏堂と同居、今もお参りが続いている。

木田の総仏堂と
正木の総仏様
＝黒野別院と縁＝

資料２６

研究会 関谷太治調査

福満神社（木田）

福満院は神社付近に存在したと推定
2014.12.13関 谷太治津影

総佛様 『鷺山史誌』 1989年 752頁

無縁佛の供養をする為毎年１２月２２日（冬至）に寺僧を招
いて法要を旧町内約４５名で行う。この始まりは、山田慶左と
いう人が、自分の田を寄附し、その年貢で行われてきた。その
条件として教徳寺の住職に御書を読んでもらう為、黒野別院よ
り御書を借りて二人でかついで来たといわれている。（御書の
中に正木坊の事が記されている）

山田孫助の屋敷

平成30年（2018）4月 Google Earth衛星写真

福満神社

柿ヶ瀬

三ツ又

板
屋
川

正木垣内

正木南

佛心寺

木田

柿ヶ瀬公民館

正木南公民館

記念大橋

則武

木田

繰舟橋
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上絵図の部分拡大 赤色線は新堤願いの堤防

古々川 鷺山板谷川 伊自良川 鳥羽川
昔の板谷川は三ツ又で伊自良川に合流

三ツ又

井川
（今の長良川）

古川

折立

『伊自良・鳥羽・板屋川通 堤御願墨引絵図』
岐阜市史資料編近世２ 付図６

寛政８年（1796)頃という
『黒野古市場 國島家蔵』

正木坊から 黒野別院へ

資料２７ 江戸時代の河川

絵図が書かれた年代は黒野城が廃城に
なった慶長16年（1611）から約185年後の
河川状況
・黒線は既存の堤
・赤線は築堤願いの堤
長良川本流以外は殆ど堤防が無い

正木垣内

黒野
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『宝永２年（1705）以前以後堤色分絵図』（部分） 天保（1830 ）～安政（1860）
『岐阜県図書館蔵（写し）・原図は岐阜県歴史資料館蔵』

上図中央部拡大図

加納領
柿ヶ瀬村

加納領
西正木村

加納領
南正木村

加納領
木田村

尾州領
折立村

加納領
黒野村

旦川・伊自良川
（現在の新堀川）

板谷川

長良古川（古々川）
（現在の伊自良川）

尾州領
三川また村

同
川
替
新
川
〔寛
政
元
年
（１
７
８
９
）
川
替
え
〕

同
古
川

・以前は三ツ又の南に板谷川が流れ旦川（伊自良川）に合流していた。

正木坊から 黒野別院へ

資料２８ 板屋川は三ツ又・正木垣内の南へ流れていた
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❶ 最も古い川筋である古川 ❷ 天文４年(1535）の洪水で出来た井川
❸ 慶長13年（1608）古川の北岸に「尉殿堤」（じょうどのつつみ）が築かれる
❹ 慶長16年（1611）洪水により尉殿堤一部が消滅し、古々川が現れる
❺ 則武輪中堤が築かれる ❻昭和14年(1939)長良川締切工事完了

❼ 尉殿堤記念碑

正木垣内周辺拡大図
板屋川

三ツ又旧板谷川

伊自良川

正木垣内

古々川

柿ヶ瀬

南正木

旦川 正木御坊跡

正木坊から 黒野別院へ

資料２９ 長良川の河川変遷
下地図は『明治43年発行大日本帝国陸地測量部岐阜２万分の１地形図』

❸

❶古川

❷長良川（井川）

板屋川

伊自良川

鳥羽川

西正木

❻
❹

❺

古々川

市教育委員会『則武輪中附近河川変遷図』に基づき作成

❼



考 察

・この地は、伊自良川・鳥羽川・板谷川・古々川が合流する地形で、長年洪水に苦しんだ。
・慶長年間（1596～1614)以前の垣内は、川に分断されず正木村と繋がっていたようである。
・長良川の洪水で則武、鷺山、正木などへ出水が続いたので、慶長１３年（1608）、加藤貞泰は

崇福寺側から天神社がある古川の右岸に尉殿堤を築いた。慶長１６年(161１）の長良川洪
水では崇福寺前へ切り入り、新川を生じ古々川を通船するに至るという。垣内あたりも雨期以
外は河原を歩いて渡れたようである。

・旧板谷川は、今の八十間堤防付近から三ツ又と柿ヶ瀬の間を通り、垣内の南へ流れていたが、
寛政５年（1793）のお手伝い普請で、現在の板屋川筋に川替えになった。

・この付近の三ツ又村、木田村、正木村、則武村は川が村境になっている。
・慶長１５年（1610）、黒野ヘ御坊の手洗い鉢（八畳岩）を移動中に川底に落ちたと伝える場所は、

現在の天王神社裏（神社の北側）辺りと口伝。 3年前に新しい道路工事で大石が出るかも知れ
ないので、工事現場へ申請したが出土の連絡はない。

・御坊のご本尊が洪水で黒野ヘ流れ着いたという口伝は、堀川筋が低平のため、古々川の出水
により黒野ヘ逆流する地形であることを物語る。

・水路を利用した物流は、柿ヶ瀬の船着き場が栄え、黒野などへの物流拠点であった。明治維
新後に繰舟橋が架かった。

・三ツ又の字名は石場。川石との関わりで名付けたのだろうか。
・天王神社は、共和公園西側の現住宅地にあったが、昭和時代後期に現在地に移転。
・垣内の南に柿ヶ瀬の八幡神社が建っていたが、昭和時代後期に西方の板屋川堤傍に移転。
・正木坊があった頃から約８５０年も前、古代から中世にかけて存在した東山道は、伊自良川の

西側と東側を通る２説がある。筆者は、尻毛から柿ヶ瀬へ上り、旧板谷川を渡り、三ツ又を
北上し、堀川筋（旧伊自良川を推定）を渡り、繰舟橋西方から鷺山の仙道に繋がっていたと推
定します。
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長良糸貫線（工事中）

三ツ又

柿ヶ瀬

正
木

木
田

則竹

天王神社

新堀川
排水機場

天王神旧跡

八
十
間
堤
防

板
屋
川

石場

共和公園

垣
内

正木坊附近の河川考察資料３０

木田

平成30年（2018)4月 Google Earth衛星写真

八幡神社

正木坊から 黒野別院へ

柿ヶ瀬
公民館

正木南
公民館
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正木垣内の空中写真変遷資料３１

昭和２３年（1948）
『米軍撮影・国土地理ＨＰ』

昭和４２年 （1967）
『鷺山地区土地宝典』

平成３０年（2018）4月
『Google Earth』

・伊自良川堤防の改修や長
良糸貫線の新道路工事で、
眞中神社（昭和38年完成）
の移動など大きく様変わ
りしている。

・字名垣内のごとく水害を防
ぐため西側、南側が輪中堤
で囲まれている。

・民家は北の藪の中に川口家
１戸と中央に桑原家２戸の
３戸のみ。

・慶長５年(1600)岐阜城落城
前「柿内正木郷寺内」に禁
制が立った。正木坊があっ
た当時は賑わったと思われ
るが、その面影や遺構は見
当たらない。

・正木村へは川を挟んで300ｍ
の近さ。昭和時代、小さな
木橋が架かっていた。

三ツ又

・昭和初期の伊自良川新堤の
河川工事で、地籍図が堤防
下になっている。

新堀川
排水機場

木田
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資料３２ 正木坊推定地と垣内永住民家・墓地

Ａ 昔は神山家(庄屋）の屋敷であったが断絶し、後に川口家が入る。現在、長良糸貫
線の道路工事で南方へ移る。川口道男さん（75才）のお話し。

Ｂ 桑原家の屋敷（本家･分家）は水害対策で高い石垣。かつては本家（右）の玄関軒
先に小舟が吊られていた。桑原肇さん（79才）、桑原康夫さん(78才）のお話し。

Ｃ 墓地内南側は川口家で天保14年（1843）からの墓誌。奥に神山家の墓石が並ぶ。
Ｄ 桑原家墓地は東向き、初代が元和２年（1616）没の墓碑。（関ヶ原合戦に参戦し

た武士「南正木では」加納宏幸記より）元和２年は、正木坊が黒野へ移って６年
後であるから、正木坊のあった頃はここには墓がなかったと思われる）
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Ｃ 信長公？の名がある墓石（神山家）

信
長
公
□
□

當
正
木
村

拝
領
□

神
山
又
右
門

正
重

是

六
代

元
禄
八
□
年

八
月
十
二
日

神
山
□
□
□

□：解読不明

（
１
６
９
５
）

(令和元年７月末に再々調査：関谷太治、高橋信光、筆者）

神
山
九
郎
□
門

□
□
□

子
息

同
太
郎
□
□

同
茂
左
□
門

同
□
□
右
門

・正木坊の推定地については、正木坊の大石（今はない）という写真の背景に映る、三ツ又の建
物を頼りに場所を検証。 垣内の小道や墓地、云い伝えを考慮して赤色破線内辺りと推定する。

Ｂ

正木坊跡推定地
Ｅ地点から南を望む
2019.03.01 筆者撮影

正木御坊の大石「鷺山史誌」

Ｄ 墓地（桑原家）

正木柿内地籍図 昭和42年 (1967) 鷺山地区土地宝典

Ｃ 墓地（川口家・神山家） Ｂ

Ａ

大石出土推定地

北

辺りの畑を深く掘ったら出た石

Ｅ
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資料３３ おじいさんが子どものころの鷺山
『さぎやま』 鷺山小学校創立100周年記念誌 昭和42年9月 106頁
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資料３４

「尉殿堤記念碑」岐阜市史跡指定・移設し除幕式

平成３１年４月３日、 則武新田天満宮境

内にて「則武新田土地区画整理組合」の記
念碑と共に、移築した「尉殿堤記念碑」の除
幕式が、柴橋岐阜市長など多数の参加で
開催され、研究会も来賓で招かれました。

移設により、貞泰公が領民の為に築いた
堤の歴史的文化伝承が、後世に引き継が
れました。

則武新田天満宮境内に移設の『尉殿堤記念碑』

昭和15年（1940)
建立

旧「尉殿堤記念碑」
天満宮の南東
2012年筆者撮影

岐阜市史跡に指定
平成３０年（2018）

７月２７日

「説明板」の文書

領民を洪水から守るために築いた「尉殿堤」
じょうどのつつみ



黒野別院の本尊 阿弥陀如来像
= 黒野あそか苑に安置 =

平成２４年（2012）１０月、研究究会の芝居上演であそか苑を
訪れた郷和彦氏が、ロビーに安置されている像について尋ね
ると、黒野別院の本尊であると言われた。エーと驚きの溜息。
黒野別院は既に廃寺となって１７年。黒野別院の本尊が存在し
ていることに驚きであった。

なぜ、あそか苑に？の疑問は、当地が黒野別院の跡地で、当
苑に残されたものであることに理解することができた。

更に、ひょっとしたら言い伝えの正木坊から流れ着いたと云う
本尊ではないのだろうかと空想も膨らむ。

黒野あそか苑ホールに安置の
阿弥陀如来像

71

感 想

黒野の郷土歴史文化を調べてみますと、黒野別院は、黒野城跡に次いで貴重な文化遺
産のひとつでありました。この地は、昭和時代まで岐阜北西部の中心地として、お彼岸には
大勢の善男善女が集まり賑わっていた。

平成時代に黒野別院が廃寺になってしまったことは、時代の流れと言ってしまえばそれま
でだが、忍びがたいものがあります。当時の面影は石柱と石碑を残すだけとなりました。

しかし、あそか苑にデイサービスで入苑の高齢者が、本尊に手を合わせて入苑される様子
を見たときは、信仰文化の継承が今も残っていることを感じました。

・全体寸法
全高（台座含む） ：1.500mm 
全幅 （台座部） ： 500mm

・光背寸法（像含む）
全高 ： 940mm
光背幅 ： 460mm

・像本体の寸法
全高 ： 710mm     
全幅 ： 200 mm
奥行 ： 150mm

・台座
全高 ： 560mm
奥行き ： 450mm

・本尊材質 ：木製・金箔塗

・本尊製作年 ： 不明

正木坊から 黒野別院へ

（筆者記）

資料３５

平成24年（2012）11月撮影
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紙芝居「黒野のお殿さま」より

正木ご坊と手洗い石資料３６

平成２４年（2012）制作

資料３7 正木ご坊の大瓦
＝専長寺山田行雄住職（８０歳）のお話し＝

先代住職から聞いていた話、川で網に大きな
瓦が引っかかり、附近にはこのような大きな瓦
の民家はなく、この附近にあった正木坊の瓦を
黒野へ移すときに、舟の荷崩れで川に落ちたの
だろうという口伝。
（令和元年8月4日、専長寺にて関谷太治・筆者
が初耳）



参考文献：加藤家文書『北藤録』、 『 一柳家系譜・
由緒書』 及び研究会調査資料より編集

◇ 加藤景泰・光泰

室町時代の足利幕府の時代、美濃では土岐氏の頃から 加藤家は、美濃で権兵衛景泰、
作内光泰、貞泰の三代が続く。景泰以前は、影秀（北藤禄）と光景（美濃国諸家系譜）の２説
がある。貞泰の祖父景泰は、美濃で７０貫を領していた。土岐頼芸守護の頃、美濃に盗賊が
横行し、これを鎮圧する組頭が４人あり(堀・谷・加藤・一柳）、百姓達は四天王と呼んだという。
その一人と思われる。

光泰は、天文6年（1537)美濃国厚見郡今泉村橋詰の庄（多芸郡橋爪村説も）に生まれる。
はじめ美濃国主斉藤竜興に仕え、信長勢と対陣中に光泰の勇姿が信長の目に入り、秀吉の
案内で拝謁し、秀吉に光泰を賜る。腰母衣衆に属し、元亀２年(1571)、浅井長政との戦で近

江横山の砦を守備し左膝を重傷。小谷城落城後、浅井・朝倉を
破る軍功で、秀吉から近江に７００貫の知行と与力士１０余人をあ
てがわれた。

その後、長浜城築城、安土城築城の街道警備奉行、播磨三木
城水攻めの功で播磨５千石、姫路城在番１万石、鳥取めと、
各戦場へ秀吉に従軍。

天正１０年（1582)山崎合戦では、明智光秀の旗本と対戦し、秀
吉軍の勝利に貢献。その功で、丹波国周山城１万７千石。近江
国貝津城２万石、近江国高嶋城主となる。天正11年、柴田勝家
との賤ヶ岳、北之庄攻め軍奉行。小牧山合戦、犬山城在番、越
中佐々成政征伐の軍功で４万石。

美濃大垣城主となって御蔵入り２万石を預けられたが、秀吉
の機嫌を損ない、秀吉の弟秀長に預けられ大和国郡山に居住。

秀吉の勘気が解けて佐和山城２万石。従五位下遠江守に任ぜられた。天正１８年(1590)、北
条の小田原征伐には、山中城を陥れるなどの軍功で、甲斐24万石の領主となり甲府城を築く。

文禄の役（朝鮮出兵）では、軍監として、中国明兵などと対抗。日本軍の撤退軍議に反対し
石田、増田らの諸将と不和になる。文禄２年（1593）、和議が成立し日本全軍は釜山浦に集結
に親しみ、文武両道であった。し帰国の途の８月２６日、西生浦で石田らと催した酒宴の直後、
発病吐血。「作十郎（貞泰）は若年であるから、私の領地甲斐国は召しあげられるだろうが、御
近所に召しつかわれるよう仰せつけ下さい。なにさまともせがれこと頼みいります」という浅野
長政宛の遺書を残して、２９日に５７歳で死去した。光泰は男振りがいかめしく、勇猛人に超え、
積極果敢の気性をもった武将で片鎌槍の達人でもあった。また戦国の武将として稀なる篤学
にたけ、論語・孟子の二書親しみ、文武両道であった。

◇ 一柳氏 西別院の地で土郷

遡ること、一柳家は伊予の名族河野を祖とし、通直の子宣高のとき今泉村に移り土岐頼芸
に仕えていたが、頼芸から一柳の姓を賜り、300貫を領した士郷。子の直高が顕如上人に帰
依し、その子直盛が直高の遺命により当地に坊舎を創立する。後の岐阜別院である。

宣高の子に直高（軽海城主）と弟の藤兵衛。直高の子は直末（秀吉の黄母衣７人衆の一
人･軽海西城主5万石・小田原征伐の時討死）と弟の直盛（神戸城主5万石・伊西条藩6万8千
石）。

藤兵衛の嫡男右近大夫可遊の妻に、加藤景泰の娘（光泰姉）。加藤光泰の妻に藤兵衛の
娘が嫁ぐ。光泰には娘ばかり5人のため可遊の嫡男信濃光吉は、加藤家に養子となり光泰の
長女と結婚した。後に貞泰が生まれたので家督は貞泰に譲られた。このように加藤家と一柳
家は、強い姻戚関係で結ばれ、共に一族郎党は秀吉に仕える武将であった。

正木坊から 黒野別院へ

黒野城主加藤貞泰について資料３８

加藤光泰肖像画
東京大学史料編纂所データ
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◇加藤貞泰

貞泰は父光泰と母（一柳藤兵衛の娘）の嫡男として天正８年
(1580)美濃国岐阜今泉村橋詰に生まれた。

黒野城主(濃州方県郡黒野）
父光泰が朝鮮で死去して５ヶ月後の文禄３年（1594)１月、貞泰

1４歳の時、家督相続が許され甲斐国より美濃国黒野に所替えと
なり、４万石を賜った。甲斐国からは1/6になった家臣団が黒野に
移って来た。元服し従五位下左衛門尉に任ぜらる。黒野城築城中
は、西改田の山田之城（現教徳寺）に仮住まいした。

慶長５年(1600)の関ヶ原の戦いの前、弟平内を江戸家康の元に
人質として送り、石田三成の指示で犬山城に加勢に入った。
貞泰は、義父の竹中重門（貞泰の姉と結婚）など、美濃の加勢衆
を家康に味方するよう働きかけ、籠城し無血開城させた。

德川に味方したのは父光泰が石田三成と不和であったことや、
親族の一柳可遊が桑名城主６万石のとき、秀次の後見役であった
が秀次事件で切腹させられ、加藤家にとっては被害者であったこと
が要因と思われる。関ヶ原では丸山烽火場に黒田長政・竹中重門と布陣し、本戦では２番
手の軍勢として活躍、近江水口城を攻略するなど功があった。德川の勝利で貞泰の禄高
は安堵、弟平内は濃州大野郡などで3641石を拝領し旗本となる。

岐阜城が廃城となり、加納城築城の普請奉行、後には彦根城の普請手伝いを勤めた。
戦乱が収まり、貞泰は領内の治水事業にも取り組んだ。慶長６年（1601)、安八郡では揖

斐川と長良川に囲まれた墨俣や大明神に築堤。岐阜では慶長１３年（1608）、長良川が分
流していた古々川の氾濫を防ぐために築堤。これらが後々の領民に左衛門尉の尉から尉
殿堤（じょうどのつつみ）と名づけた。

このように領内外の普請を行いながらも、黒野城の外堀整備を進め、慶長１５年(1610)正
月、城下町発展のため、町屋敷に年貢や諸役を5年間免除し、楽市を許可した。この年、
城下町へ正木坊を移した。

このように貞泰が領内の発展に尽力している最中の慶長１５年(1610)７月１５日、加藤貞
泰宛てに徳川の本田正信他の連署書状が届く。内容は伯耆国（鳥取県）米子城へ２万石
加増の６万石で転封を命じ、７月２２・２３日頃までに知行所を引き渡すようにとの指示であ
る。７月２７日には、美濃国加納松平摂津守が加増として４万石拝領（４万石は黒野領）。

貞泰が米子ヘ出発したのは１０月８日で１０月２０日に米子に到着した。 生涯で１６年間と
最も長く過ごした黒野であった。

米子城主（伯耆国 鳥取県）
伯耆国米子城主に封ぜられて左近大夫に任ぜられた。慶長１８年(1613)から翌年にかけ

て江戸城普請手伝を勤め、慶長１９年(1614）の大坂冬の陣では天満口の配備についた。
翌慶長２０年大阪夏の陣では神崎口に布陣した。これら大坂の軍功によって、元和３年
(1617)７月、伊予国大洲へ転封となった。

大洲城主 （伊予国 愛媛県）
貞泰は、藩体制の確立に鋭意努めるいっぽう、元和６年(1620)には大坂城改築普請の

御手伝いを勤め、同８年(1622)には大名人質として妻子を江戸に移した。同９年(1623)、在
位７ヵ年で江戸において病没した。享年４４歳。

大洲藩は加藤貞泰を初代として明治維新まで１３代、２５０年続いた。
加藤家の家史 「北藤録」には、貞泰の人柄を次のように記している。「貞泰人となり仁愛

深くして節義を重んじ、武事に達し、なかんづく馬術に長じ、無明一巻抄の秘伝を得、道に
志し篤く政事を怠らず、賞罰を正して土民を恵む。また暇日には詩を賦し歌を詠じ、連歌を
好み、志を風雅に遊しめける」とある。

正木坊から 黒野別院へ

加藤貞泰肖像画
愛媛県大洲 曹渓院蔵
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＝加藤貞泰の偉業と黒野御坊の影響＝

黒野城主加藤貞泰は、慶長５年（1600）の関ケ原合戦では德川家康に味方し、德川の勝
利に貢献した。戦乱も収まり德川時代に変わりつつあるなか、加納城の普請奉行を務めな
がら、慶長６年（1601）には安八郡領内の治水対策（安八の尉殿堤）に着手していた。慶長
７年（1602)、黒野城北側の外堀・土塁が完成。後には彦根城の普請にも参加していた。

度重なる長良川の洪水は、新たな川（古々川）の出現による犠牲を防ぐ為、慶長１３年
（1608）には崇福寺前に堤を築いた。領民は尉殿堤と名付け貞泰の偉業に喜んだ。

慶長１５年(1610)１月、貞泰は城下発展を目的に城下南西の町屋敷に楽市の免許状を
出し、諸役や税を５ヶ年免除すると発令した。同年２月には当町繁昌のため専長寺の引越
を許可した。同年（月日不明）に正木坊を黒野城下繁栄のために黒野ヘ移した。

このように貞泰が領内の発展に尽力している最中の慶長１５年(1610)７月１５日、伯耆国
（鳥取県）米子城へ２万石加増の６万石で転封を命じられた。国替えが突然の命令であり、
貞泰にしてみれば幕府を恨みかねない出来事でもある。

国替えの理由は、領民の口伝によると、貞泰は領民を水害から守るため長良川古川を締
め切る工事をしたが、加納藩主奥平信昌に知られ、築堤を中止せざるを得なくなった。また
堤を築いたため、信昌の妻で家康長女である亀姫の化粧料近ノ島に水が浸かり、逆鱗に
触れたとも伝える。ほんとうに築堤の理由が国替えの全てであったのだろうか。

一年前の慶長１４年(1609)５月１１日、米子城主の中村一忠が病死、惜しくも中村氏は家
系断絶のため改易された。岐阜では岐阜城の廃城後、加納城が完成して１０年、中山道も
発達し、地理的にも北部に位置する黒野城や黒野藩の必要性がなくなってきた。関ヶ原後、
豊臣旧臣大名の多くが西国に移され、美濃は尾張德川色が強くなり、江戸幕府は、この年
の５年後に一国一城令を発令するそんな状況下である。

ひょっとしたら、かなり前から国替えが決まっていたのではないか？。慶長15年の出来事
を考えると、国替え後には廃城となることを知り、廃墟となってしまう黒野城下に楽市や正木
坊などを移し、共に歩んできた領民の為に今後の繁栄を望んだ行動ではなかったのかと思
いたくもなります。

いずれにしても廃城後の黒野城下は、貞泰に仕える家臣、足軽、従者、御用商人、職人、
それらの家族など1000人を超えると思われる人々が移り、まさに廃墟の如く閑散となる。し
かし移転してきた正木坊（黒野坊）のおかげで、３３ヵ村に及ぶ門徒らの黒野御坊を中心に、
在町として黒野町が引き継がれた。明治９年（1876)からは黒野別院として門前町に人が集
まり、黒野は北西部の中心的な存在となったのであります。

貞泰が黒野を去るにおよび、正木坊を移転させていたおかげで、「一代わずか１７年の
黒野城跡と城下町」や「黒野」が今に残ったのであります。

おわり
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（筆者記）

加藤貞泰が黒野城下へ移したと伝える正木坊と、その後の黒野御坊について、書物

などから、出来る限り収集したつもりですが、ルーツについては詳しくは光順寺の由
緒がベース。大野家文書は書籍に公開されていない文書。双方に年代、氏名など不明
点もありましたが、その検証までには至りませんでした。
また、慶長年間の真宗の状況や、この地方は洪水の影響で生まれた生活文化への影

響が根深いことが現地調査などで分かりました。

編集を終えて
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表紙　     浄土真宗本願寺派（西本願寺）宗門の紋「西六条家下り藤」
裏表紙 　黒野城主 加藤家の家紋「蛇の目紋」


